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序章　ルツの決断













　　　　１




　小お樽たるの目の前にはライムがいる。

　ライムは大きな目でじっと小樽を見ている。

「ふふ……」

　ライムがわずかに笑わらう。

　が、その笑えみはなんと妖よう艶えんなことか。

　そんなライムの微笑ほほえみを小樽は今まで見たことがなかった。

「ライム……？」

「小樽……」

　ライムは微笑んだままゆっくりと服を脱ぬいでいく。

「お、おい、ライム！　な、な、なにやってんでえい！」

「小樽、見て」

　気がつくと、ライムは一いつ糸しまとわぬ姿になっている。

　小樽は必ひつ死しで目をそむけようとするが、なぜかどこを向いてもライムの裸はだかが飛び込んできた。そう、たとえ目を閉じても。

「バ、バカ野郎！」

「見て、小樽……」

「だからやめろって！」

「ボク……人間になったんだよ」

「えっ!?」

　ライムが小樽の手を導みちびき、自分の胸むねに触ふれさせた。

「あ……」

「やわらかいでしょ。温あたたかいでしょ」

「あ、ああ」

「ボク、人間になれたんだ。小樽、うれしい？」

「えっ？」

「ボク、人間になれたから子供産うめるよ。小樽の子供産めるよ。小樽、うれしい？」

「えっ？」

「ボク、もう人間なんだよ。小樽は人間と恋してるんだよ。小樽、うれしい？」

「えっ？」

　小樽は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

　ライムは顔にあの笑みを浮かべたまま、ゆっくりと小樽に近づいてくる。

「小樽、うれしい？」

「ライム？」

「小樽、ボクが人間になってうれしい？」

「おい、ライム……！」

「小樽、ボクが人間じゃないといやでしょ？」

「お、おい！」

「小樽、人間が好きでしょ。機械のマリオネット、嫌きらいでしょ」

「そ、そんなこと……」

「人間がいいでしょ」

「違う！　違う！　違う！　違ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁう！」

　小樽は叫さけんだ。あらん限りの声で。

　そして、その瞬しゆん間かん、目が覚さめた。




　　　　２




「あ……」

　ぼやけた視界がようやくはっきりすると、六人のマリオネットが自分を見ていることがわかる。

　ちなみに花はな形がたはガーゴー高いびきをかいて寝ねている。

　そして、周囲は海。大おお海うな原ばら。

　小樽は自分がまだニューテキサスに向けての筏いかだの上であることを思い出した。

「そっか、夢か……」

　ふうとタメ息を一つつく。

「どうしたの、小樽？　おっきな声を出して」

　ライムが心配そうに顔をのぞき込んでくる。

「…………」

　小樽は思わずライムをしげしげと見つめてしまっていた。

　無む論ろん、ライムにあの笑みが浮うかんでいるわけがない。

「はにゃ？」

　じっと見られたことで、ライムの顔は不ふ思し議ぎそうな表情に変わる。

「あ、いや、なんでもねえ……」

　小樽はなにか後ろめたさを感じて、慌あわてて顔を背そむけた。

（ったく、オレ、なにやってんだ……）

　夢はその人の願がん望ぼうをあらわすともいう。となれば、小樽の願望というのは──

「バカバカしい！」

　小樽は思わず声を出した。

「小樽？」

「マスター？」

　六人のマリオネットはそれぞれにリアクションをとって小樽を見る。

（オレはライムたちが好きなんでぇい！　ライムたちがマリオネットであろうが、人間であろうが……）

　そこまで思ったとき、小樽の頭の中にはもやもやしたものが浮かぶ。すっきりとしない、なにかもやもやしたもの。自分を偽いつわったときに現れる、どうにもならない心のあかぎれ。

「……！」

　小樽は唇くちびるを嚙かみしめた。

（どうしたっていうんだ、オレは……）

　そうだ。

　小樽の心は小樽自身が逃げることを許ゆるしていない。マリオネットであろうが、人間であろうが──という小樽の言葉は真実でない。どこかで自分を完全に納なつ得とくさせていない。

　小樽は迷まよっている。

　今の小樽はその迷っているということを認めることができない。認めてしまえば、小樽は目の前の六人に対して申もうし訳わけない気持ちでいっぱいになるからだ。

（なぜ申し訳なく思うんだ？　オレは……オレは……違うのか？）

　悩なやめる少年、小樽──

　人は悩んで成長するという。そして、小樽は同じようなことを何度も何度も悩んできた。そして、今もまた同じようなことで悩もうとしている。

　思いはすべてライムたちに通じる道。そして、それは『人間の女』というものへとたどり着く。

（オレのライムたちへの思いは…………）

　小樽は沈ちん黙もくした。この後、ずっと長い時間。

「…………」

　悩む小樽を六人のマリオネットもまた黙だまって見つめていた。

　悩む小樽に対しては、それが最大の思いやりであることを彼女たちは知っている。

　そう、彼女たちは成長し、そのことを学んだ。

　では、小樽は……？




　　　　３




　その人影は静かに闇やみの中を移動していた。

　しかし、それは闇の中ではないような足取りだ。

　見えなくとも場所がすべて頭の中に入っているかのような。

　実じつ際さい、人影の頭の中にはどこになにがあるかすべてが入っていた。

　毎日、毎日、そのための訓くん練れんを人知れずやってきた。ただ今日の、その一回のためだけに。

　見つかればただでは済すまない。けれど、殺されることはないだろう。人影は自分の価値を知っていた。自分を殺すことは、この建物の中の人間には決してできない。

　それでも、自由は前よりもなくなる。いや、自由などという言葉自体がなくなってしまう。あとに残るのはただ実験動物としての日々──

（いやだ……）

　人影は前にもまして緊きん張ちようしながら闇の中を移動した。

　なんとしても成功させなければならない。なんとしても。大丈夫、計画は完かん璧ぺきだ。警けい戒かい装そう置ちの解かい除じよも時間通りに行われている。あとは人に逢あわないことだけ──

「……！」

　別の人影を彼女の目は捉とらえる。闇の中で見えたのは特訓の賜たま物もの。

（マリオネット……）

　看かん護ご用ようのマリオネットだ。

　マリオネットはこちらに気づき、顔を向けた。

　人口眼が人影を見み据すえる。

「…………」

　人影は動かなかった。

　うまくプログラムが作動しているならば……作動しているならば──

「…………」

　マリオネットはそのまま何事もなかったように移動していく。




　カツカツカツカツカツ……




　やがてマリオネットの姿は視界から消えた。

（助かった……）

　この日のためのプログラムはうまく作動していた。あのマリオネットは自分のことを記録に残していないだろう。脱出ルートはわからないはずだ。もし、いつかここに戻ることがあったら、このルートは使える──

　そんなことを思いながら人影は移動した。

「！」

　人影の顔に笑みが浮かぶ。

　視界に扉とびらが見えてくる。自由への扉。あそこをくぐれば──




　ギィィィィィィィィィィ……




　できるかぎり小さな音で扉を開け、人影は外に飛び出した。

　叫びたい気持ちだった。しかし、叫ぶわけにはいかない。

　あとは──

（走るだけ！）

　人影は走った。ただひたすら。その場所から逃のがれるため。この悪魔のような場所からともかく逃げて逃げて逃げきるため。

　が、人影はあることを思っていた。

　必ずここに戻ってくる、ということを。
















第一章　民主国家ニューテキサス













　　　　１




　テラツー一の長さを誇ほこるポトマック川をさかのぼると、やがて切り立った断だん崖がいが連つらなる大だい渓けい谷こくへとたどり着く。

　階かい層そう惑わく星せいであるテラツーにおいて渓谷自体はそう珍めずらしくなかったが、ここはそんな普通のレベルではない。

　もっとも高い絶ぜつ壁ぺきは高さ三千メートルにもおよび、それが数十キロにわたって連なる光こう景けいは壮そう観かんという言葉が陳ちん腐ぷな表現に思えるほどだ。

　ウルトラキャニオンと呼よばれたそんな渓谷にテラツー六つの都と市しの一つ、ニューテキサスはあった。

「おおっ、すげえ！」

　小お樽たるが感かん動どうの面おも持もちで声をあげた。

　小樽たちは今、ポトマック川を上流へと向かっていた。例れいの筏いかだで。

　あれから数回の難なん破ぱ騒さわぎはあったが、なんとかここまでやってきたのだ。根こん性じようというか、なんというか。

　それはさておき──

　ポトマック川を上のぼっていくと、まずそのウルトラキャニオンの景け色しきに圧あつ倒とうされる。

　やがて、川かわ沿ぞいの絶壁が切れたとき、次に驚おどろかされるものに出会うのだ。

「わー、なんだ、こりゃ!?」

「でっかい彫ちよう刻こく！」

　小樽とともに横にいたライムも驚きの声を発する。

「ほう……」

　ティーゲルをはじめ、他の者たちも興きよう味み深そうにそれを見つめていた。

　高さ、およそ三〇〇メートル。掲かかげた右手は剣けんを立てている。巨大な人型の像ぞう。

「フフン、みんなは知らないのかい！　あれが有名なニューテキサスの『自由の男お神がみ』さ」

　花はな形がたが得とく意いそうに言った。もっとも花形にしてもニューテキサスに来たことがあるわけではなく、テレビやガイドブックから得た知ち識しきだったが。

「自由の男神……!?」

「ニューテキサス創そう始し者しやのジョイ・ヒューリックは自由を愛あいし、それを象しよう徴ちようする意味であの像を作ったんだってさ」

「自由……」

　筏でその横を通り過ぎる間あいだ中じゆう、小樽はその像を見つめていた。

　自由を象徴する──それは確たしかに素す晴ばらしいことだと思う。しかし、小樽にはその像がどうにも自由の象徴には見えないのだ。剣を手にした勇いさましい姿すがたの像──自由は剣、すなわち戦たたかいによって獲かく得とくされるという意味なのだろうか。

　小樽には自由よりももっと強い別の印いん象しようがあった。

　それは剣で象徴される「力」。

　力というものに対してのジョイ・ヒューリックの考え方。そんなものが像に込められているような気がしてならない。

　そこまで考えたとき、小樽は思わず苦く笑しようした。

（いけねえ、いけねえ。なんでオレはこんなにもひねくれたように考えちまうんだ!?　……こりゃ、出てくるときの将しよう軍ぐん様さまの話のせいだぜ）




『ニューテキサスに着いたなら、表ひよう面めんだけで物事を判はん断だんしてはならぬ。すべて裏うらの裏を読むのじゃ。油ゆ断だんのならぬところじゃ、あそこは……』
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　玉たま三さぶ郎ろう──家いえ安やすはそう小樽に忠ちゆう告こくした。そのことが小樽の頭の隅すみに引っかかっている。

「街まちが見えましたわ」

　チェリーの声で小樽は我われに返った。

　前方に港みなとがあり、そしてその向むこうに街が見えてくる。

　切り立った絶壁の真ん中にあり、近代的な高こう層そうビルが立ち並ならぶ街、それがニューテキサスだ。

「あんな高たけえビルばっかで、よくプラズマの影えい響きようを受けねえな」

　小樽の疑ぎ問もんにはルクスが答えた。

「周しゆう囲いの岩がん盤ばんよりビルは低く造つくってあります。ですから大だい丈じよう夫ぶなんです」

「は～ん……ジョイ・ヒューリックてのはやたらと高いものが好きなんだな」

「小樽、あそこでボクたちなにするの？」

　ライムの言葉と同時に全員が小樽を見る。

　実は小樽はまだ一同にニューテキサスまで来た理由を話していなかったのだ。

　もちろん全員、今回の旅がただの物もの見み遊ゆ山さんでないことはわかっている。小樽にとって大たい切せつな仕事であること。そして、それが女性復ふつ活かつに関かん係けいしていること。そこまではわかっている。

　しかし、具ぐ体たい的てきにはいったいなにをすればいいのか？

「なんとかニューテキサスの中ちゆう央おうコンピュータを探さがし出して、ある情じよう報ほうを引き出したいんでぇい」

「ある情報……？」

「メソポタミア号の位い置ちだ」

　全員が驚きの顔で小樽を見た。

「それって……？」

「あの伝でん説せつの……」

「メソポタミア号の位置を知ってどうするんだい、小樽？」

　問といかけるブラッドベリーの顔は真しん剣けんだった。メソポタミア号──その伝説の『箱はこ船ぶね』の名は彼女たちにも特とく別べつな感かん慨がいを与あたえている。

「将軍様が言ってたぜ。おまえさんたちをそこへ連れて行ったときに女性復ふつ活かつが成なるかもしれないってな」

「…………」

　セイバーマリオネットたちは沈ちん黙もくした。全員が、ライムに至いたるまでもが不ふ安あんそうな表ひよう情じようをしている。

　世界にとって女性復活が必ひつ要ようなことはわかる。しかし、彼女たちにとって、それがどういう結けつ果かをもたらすのかわかっていないのだ。

　西安シーアンのホスト・ローレライはいつか人間になれると言った。それが女性復活とどういう関係にあるのか。

　自分たちは女性が復活した後も小樽と一いつ緒しよにいられるのか。実のところこれが一番の問題であったわけだが、もちろんだれにも明めい快かいな答えはない。

（女性復活……）

（メソポタミア号……）

（小樽は女性が復活したらどうするのか？）

（あたしたちはどうなるのか……）

　だれもかれも思し考こうが混こん乱らんしていた。沈黙は続く。

　小樽はそんなセイバーマリオネットたちを不ふ思し議ぎそうに見つめていた。こんなとき小樽の鈍どん感かんさは罪つみだ。彼はなぜセイバーマリオネットたちが不安そうな顔をしているのか、もう一つ理り解かいできていなかった。

「おい、みんな……」

　小樽が言いかけたとき、花形が横から抱だきついてきて叫さけんだ。

「小樽クン！　女なんかが復活しても、ボクへの愛あいは変わらないよね！」

「わっ、こら、くっつくな！」

「そうだと言って！　ね、小樽クン！」

「鬱うつ陶とうしいんだよ、おまえは！」

　小樽は思いっきり花形を突つき飛とばす。




　ザバァァァァァァァァァァァン！




「わ～～ん！　のわぁ～～～っ！」

　花形は川に落ちて手足をバタつかせた。

　その間、セイバーマリオネットたちは真しん剣けんな表情に変わっていた。珍めずらしく、花形が言った言葉は全員が小樽にぶつけたい内ない容ようだったからだ。

「小樽……」

　ライムが皆みんなを代だい表ひようする形で口を開いた。

「女性が復活しても、小樽はボクのこと、好き？」

「えっ……？」

　ようやく小樽は気づいた。皆がいったいなぜ不安な顔をしていたのかが。そして、ちゃんと返事をしなければいけないことが。

「バカ、あたりまえだろ！」

「小樽！」

「マスター！」

「小樽！」

「小樽……」

「小樽様！」

「小樽！」

　六人が口くち々ぐちに小樽を呼よぶ。

「女性が復活しようがなんだろうが、オレにとって大たい切せつなのはおまえたちだ！」

　小樽は力強く叫んだ。そう、それは小樽の本心だ。この時点では……。

　直後、セイバーマリオネットたちの顔にようやく笑えみが戻もどった。

「さあ、上じよう陸りくだ」

「ちゃんと正しよう面めんからニューテキサスに入るのか？」

　パンターの問といかけに小樽は首を振ふる。

「あんまりほめられたことをしに来たわけじゃないからな。そっと忍しのび込こむぜ」

「わかったぜ！」

　一同はうなずき上陸の準じゆん備びを始める。

「小樽クン！　がぼっ……待って……うごっうがっ……」

　ただ一人、花形だけはまだ溺おぼれていた。




　　　　２




「こりゃどういうことなんでえ……」

　さっきから小樽は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている。

　目の前の光こう景けいが信じられないのだ。

　小樽の視し界かいの中にはニューテキサスの街まち角かどが映うつっている。きちんと整せい備びされた道どう路ろ。小こ綺ぎ麗れいな店。背せ広びろに身を包つつんだビジネスマン。が、なによりも小樽に驚おどろきを与えていたのは……女性の姿。街を歩いている女たち。それはマリオネットなどではなく、本物の女たちだ。

「女性が復活している!?　そういうことなのか……？」

　もしそれが事じ実じつだとしたら──小樽としては気の抜ぬける思いだった。女性復活に賭かける自分の思いはいったいなんだったのか。それにしてもなぜその事実をニューテキサスは公こう表ひようしない!?

「そうではありませんわ、マスター」

　チェリーが思わず笑いながら言った。

「あれは男です」

「いいっ!?」

「ニューテキサスの名物の一つですよ。かつて地球では『オカマ』と呼んだらしいんですけど、ニューテキサスでは伝説の女性を偲しのび、その格かつ好こうをすることが流行はやっているらしくて、公こう共きようの場でもそれは認みとめられているんですわ」

「オカマ……」

　改あらためてよく見れば、確たしかにひげ剃そりの痕あとが濃こく残っていたり、肩かた幅はばがやたらと広くガッシリとしていたり、おせじにも見み栄ばえがいいとは言えない。

　特に小樽の場合、どうしてもライムたちと比くらべてしまうため──

「なんか気分悪いぜ……」

　そんな小樽に、花形は笑顔で言った。

「そうかなあ、ボクは素す晴ばらしい風ふう習しゆうだと思うけどなあ。少なくともこんな機き械かい人にん形ぎようどもよりよっぽどあっちのほうがまともだと思うよ……ぎゃん」

　ブラッドベリーとパンターに思いっきり蹴けられて、花形は地面に頭から突っ込んだ。

「おまえも成長しねえな……」

　時とき々どき本物の女性かと見まごうほどの容よう姿しのオカマも通りかかることはあったが、小樽はどうもなじめなかった。

「ここニューテキサスはテラツー一自由な都と市しと宣せん言げんしています。自由、すなわち民みん主しゆ的てきな都市だと」

「民主的……？」

　チェリーの説せつ明めいは続く。

「例たとえばこの国の最さい高こう権けん力りよく者しやは大だい統とう領りようですが、大統領の任にん期きは四年で市民の選せん挙きよで選ばれています」

「へええ……」

　それはこのテラツーでは確かに画かつ期き的てきなことだと言えた。

　クローンで人が増ふえるということの弊へい害がいか、テラツーの他の各都市では生うまれたときにほとんど職しよく制せいを決められてしまう。ある程てい度ど遺い伝でん子しの操そう作さをしているとはいえ、ほとんど遺伝的には変わらない者たちだ。したがってオリジナルからの距きよ離りでその人間の優ゆう劣れつが決まる。オリジナルの細さい胞ぼうから作られたクローンは第一等とう。そのクローンの細胞から作られたクローンは第二等。その第二等クローンから作られた者は第三等。第三等以下は都市によって違うがだいたいすべて第四等にまとめられている。

　この等とう級きゆうによってクローンの将しよう来らいはまるで違う。テラツーの各都市には厳げん然ぜんたる身み分ぶん制せい度どがあるのだ。

　ジャポネスでいえば、第一等は家安だけであり、将しよう軍ぐん。第二等は大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんのような上級武ぶ士し。第三等は下級武士。そして第四等は小樽たち庶しよ民みんだった。

　もっともジャポネスはそれほど身分制度が厳げん格かくではない。もっとも身分制度が厳格で等級によって雲うん泥でいの差さが存そん在ざいしたのはゲルマニアに占せん領りようされたペテルブルクであった。そのため、下位の等級の者たちからはゲルマニアによる占領を歓かん迎げいする声が挙あがったほどだ。

「じゃあ、今この都市で一番偉えらいのはジョイ・ヒューリックのオリジナルクローンじゃねえのかい？」

「いえ、一いち応おうジョイ・ヒューリックのオリジナルクローンです。彼以外大統領選に立りつ候こう補ほしなかった状じよう態たいがずっと続いていて、大統領選挙は彼の信しん任にん投とう票ひようとなっています」

「ふ～ん……」

　小樽はなんとなく釈しやく然ぜんとしない気持ちだった。

　ここに来る前、反はん省せいしたばかりなのに、どうしてもニューテキサスという都市を色いろ眼め鏡がねで見てしまうのだ。

（なんかなあ……）

　街を見ているとどうも不ふ自し然ぜんに感じてしまうことが多いのだ。

　例たとえば街の景観──

「それにしてもきれいな街だね。ゴミ一つ落ちてないよ」

　ちょうど小樽の考えたことを代だい弁べんするようにブラッドベリーが感かん嘆たんとも皮ひ肉にくともつかない口く調ちようで言った。

　そうなのだ。そんなことすら小樽には気になってしまう。

（ジャポネスはきたねえけどもっと生せい活かつ感かんっていうもんがあったぜ……）

　道行く人々の行ぎよう儀ぎの良さ。進行方向ごとにちゃんと分かれて歩いている。列れつを乱みだす人間は一人もいない。

　それも小樽には軍ぐん隊たいの行進のように見えていた。

（オレはどうもこの街、好きになれねえ……）

　そこへいきなりけたたましい音楽が響ひびいてきた。




　ジャンジャカジャンジャカ……




「なんだ、なんだ、なんだ？」

　思わず音楽が鳴なり響くほうを見る。

　今、小樽たちがいる道の突つき当あたりに大通りがあり、音楽はそちらから聞こえてきた。

　興こう奮ふんした群ぐん衆しゆうが詰つめかけている。

「なんだ？」

「ちょっと待ってください、マスター」

　チェリーがその探たん知ち能のう力りよくを全ぜん開かいさせる。

「…………」

「なんなんだ、チェリー、ありゃあ？」

「なんでもジョイ・ヒューリック大統領の就しゆう任にん二周年とかで、市民が自じ発はつ的てきなパレードを行おこなっているみたいですわ」

　小樽の耳にもパレードの市民の声が聞こえてくる。




「ジョイ・ヒューリック大統領、おめでとう！」

「大統領！　自由をありがとう！」

「ニューテキサス万ばん歳ざい！　民みん主しゆ主しゆ義ぎ万歳！」




「…………」

　小樽はその言葉がどうにも空そら々ぞらしく聞こえてきた。

　お行儀のよい市民たち。圧あつ倒とう的てきな支し持じを受けている指し導どう者しや。ある意味、国家としては理り想そう的てきといってもいい状じよう況きようだが、あまりにもできすぎている。

「さて、いつまでも観かん光こうはしてられない」

　小樽の思し考こうを中ちゆう断だんさせたのはティーゲルの声だった。

　慌あわてて小樽もうなずく。

「そ、そうだな。さっさと仕事を済すませちまおう」

　そう言いながら小樽は思っていた。早くこの街とはおさらばしよう、と。

「中央コンピュータの場所を探さがす。チェリーにルクス、おまえさんたちが頼たよりだぜ」

「まかしてください、マスター」

「そんなもの電でん話わ回かい線せんからハックすればすぐです」

「よし、じゃあまずは宿やどをとって、そこで行こう動どう開かい始しだ！」

　宿を探して小樽たちは歩き出した。

　そのとき、ふとルクスは振ふり返かえる。周しゆう囲いを警けい戒かいしていたセンサーに感じるものがあったのだ。

　しかし、そこにはだれもいない。街がい灯とうがポツンとあるだけだ。

「……？」

　ルクスは一いつ瞬しゆん怪け訝げんな表情となったが、すぐに小樽のあとを追った。

　このとき、ルクスはその街灯をもっと気にしたほうがよかったかもしれない。

　一同がいなくなった後、真ま昼ひるなのに街灯はピカッと光った。
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「おかしいですわねえ……」

「おかしいわ……」

　電話回線と自みずからの腕うでから引き出したセンサーをつないでいるチェリーとルクスがほぼ同時につぶやいた。

　ようやく見つけた場ば末すえのホテルでのことだ。

「どうした？」

「なんか中央コンピュータは簡かん単たんに見つかったんですけど……」

「セキュリティがものすごく甘あまいんです。これじゃあまるで侵しん入にゆうしてくれと言っているみたい……」

「なんだって……？」

　小樽が怪訝そうな表情を浮うかべたときだった。

「わー、小樽クン、見て、見て！」

　いきなり花形が大声で叫さけぶ。

　どうせまたくだらないことだろうと小樽は無む視ししようとしたが、花形は執しつ拗ようだ。

「小樽クン、見てったら見てよ！」

「あー、もう、うるせえな！　いったいなんだ!?」

　小樽が振り向くと花形はテレビを指さしていた。

「ほら、どのチャンネルをかけてもジョイ・ヒューリック大統領の演えん説ぜつ風ふう景けい！　ほらほら、人があんなに詰めかけてるよ」

　画面には確たしかに民みん衆しゆうが詰めかけた光景が映うつっていた。白はく亜あの大統領官かん邸てい──通つう称しよう『ホワイトハウス』前からの中ちゆう継けいらしい。

「もう、それがどうした！　今、こっちは重じゆう要ような仕事中なんでえ！」

　小樽はテレビ画面に背せを向けた。

　見ると、チェリーとルクスは気の抜けたような顔になっている。

「メソポタミア号の場所のデータは手に入りました。けど……こんなに簡単でいいのかしら？」

「私もそう思いますわ。これって……なにかの罠わなじゃ……」

「う～ん……」

　考え込む小樽の耳にテレビの音声が響ひびいてくる。ジョイ・ヒューリックの演説だった。




「今、この理想の民主国家ニューテキサスに危き機きが迫せまっている！　世界の混こん乱らんを狙ねらう輩やからがあろうことか我わが国くにに攻こう撃げきを開始したのだ！」




「花形！　今考え事をしてるんだ！　テレビの音を小さくしろっ！」

　振り向くと、花形はテレビ画面を食い入るように見つめていた。

　画面に映っているのは中年の、どこか神しん経けい質しつそうな男の顔だった。彼こそがニューテキサス大統領ジョイ・ヒューリック。

「花形！」

　反はん応のうを示しめさない花形に小樽はさらに強い調ちよう子しで呼びかけた。

　が、次の瞬しゆん間かん、小樽自身もポカンと口を開あけてテレビ画面を見ることになってしまう。

　それはまわりにいたセイバーマリオネットたちも同じだった。

　画面に、小樽とセイバーマリオネットたちが一いつ緒しよにいる写真が映っているのだ。

　それにかぶってジョイ・ヒューリックの声が響く。




「ゲルマニアとともに我が国に脅きよう威いを与えているのはジャポネスである！　ことにこの写真の者たちはよりにもよってこのニューテキサスに侵しん入にゆうしているスパイだ！　こうした不ふ埒らちな者たちはなんとしても捕とらえなければならない！」




「これは……」

　愕がく然ぜんと小樽はつぶやいた。いったいいつの間に自分たちのことがニューテキサス当局にバレていたというのか。

　そして、いきなりの出で来き事ごとはまだ続いた。




　ズガガガガガガガガガガガガガガガッ！




　ドアをぶち抜いて、銃じゆう弾だんが飛とび込こんでくる。

「小樽、危あぶない！」

　とっさにティーゲルが小樽をかばって身を躍おどらせた。

「ティーゲル！」

「あたしは大だい丈じよう夫ぶ。それよりここが……」




　バキィィィィィィィィィィィィィッ！




　ドアを破やぶり、入ってきたのはニューテキサスのパトセイバーだ。

「ジャポネス人・間ま宮みや小樽！　スパイ罪ざいで逮たい補ほする！」

「うおりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　言葉が終わるか終わらないうちにパンターがパトセイバーの群むれに突つっ込こんだ。




　ドゴッ！　バキッ！




　パンターは瞬またたく間まに三体のパトセイバーをスクラップにしていた。

　だが、パトセイバーはあとからあとから現れる。

「窓まどから逃にげるよ、小樽！」

「ああ！」

　ブラッドベリーが小樽を抱だきかかえ、窓に向かおうとする。

　しかし、その小樽の足をガキッとつかむ手があった。

「花形!?」

　花形はいつもの花形ではなかった。真しん剣けんな怒いかりを顔に浮かべ、なにかブツブツ言っている。

「民主主義の敵てきを倒たおせ！」

「おい、花形!?」

「自由の敵を殺ころせ！」

　花形は小樽に飛びかかろうとした。

　それは横にいたブラッドベリーの手で弾はじかれる。

「ぐへっ……」

　花形は壁かべに激げき突とつし、気を失うしなった。

「いったいどういうことなんだ、こりゃ？」

「わからない……ともかく、こいつも連れて外へ……」

　ブラッドベリーが花形を抱かかえる。

　そのとき、窓の外を見たライムが叫んでいた。

「わー、小樽、外、外！」

「なんだ!?」

　窓から外を見て、小樽は愕然となった。

　ホテルのまわりを何千人もの人間が囲かこんでいる。そして、彼らは口くち々ぐちに叫んでいた。




「民主主義の敵を倒せ！」

「自由の敵を殺せ！」




「これは……」

　小樽は啞あ然ぜんとするばかりだ。

「ともかく、ここは脱だつ出しゆつするしかありません。屋や根ね伝づたいに逃げましょう！」

「小樽様はあたしが！」

　ルクスが小樽を抱だきかかえる。

「あ、ルクス、ずるい！」

「そんなことより今は早く！」

「はあ！」




　バリィィィィィィィィィィィィン！




　まずティーゲルが窓を破って飛び出した。

　続いてライム。そして小樽を抱えたルクス。花形を抱えたブラッドベリー。さらにはチェリー。最後はパトセイバーの猛もう攻こうを凌しのいでいたパンターの順番だった。




「民主主義の敵を倒せ！」

「自由の敵を殺せ！」




　人々の大だい合がつ唱しようはまだ聞こえてくる。

　小樽はやり切れない気持ちになって唇くちびるを嚙かみしめた。

「くそっ……なんなんだ、ここは！」

「まだ敵がいるよ！」

　ブラッドベリーの声に小樽が顔を上げる。

　屋根の上の小樽たちを囲むように金きん髪ぱつのセイバーが並んでいた。明らかに軍ぐん用ようセイバーだとわかる。

「ニューテキサスの正せい規き軍用セイバー〝マリリン〟ですわ！」

　チェリーの叫びとほぼ同時に、ティーゲル、パンター、ライムがマリリンに向かって走り出した。

　小樽たちの苦く難なんは始まったばかりだった。




　　　　４




　演えん説ぜつを終えたジョイ・ヒューリックがホワイトハウスの執しつ務む室しつに入ってきた。

　機き嫌げんがよいのか、満まん面めん笑えみを浮うかべている。

　待まちかまえていたように、背せ広びろ姿すがたの補ほ佐さ官かんらしき男が報ほう告こくを始めた。

「大だい統とう領りよう閣かつ下か、我が軍はウルトラキャニオンの西二〇キロの地点で上陸したゲルマニア軍と戦せん闘とうに入りました」

「ふん、それで」

「二五体の〝赤毛〟を撃げき破は。ただ、こちらは一〇〇体ほど〝マリリン〟がやられましたが……」

「かまわん。我がニューテキサスの経けい済ざい力りよくはテラツー一なのだ。長期戦になれば我われらが勝つ」

「はっ！」

「間宮小樽のほうはどうした？」

「現在逃とう走そう中ちゆうです。マリリンの一個大だい隊たいとパトセイバーが追っています」

「フフフ……まあ時間の問題だな」

　ヒューリックはソファに腰こし掛かけた。

　くつろいだ様よう子すでつぶやくように言う。

「ファウストにも家安にも好きにはさせんぞ。世界を動かすのはオレだ」




　コンコン……




　ノックの音が響ひびき、ドアが開く。

「おう、来たか」

　ヒューリックはそちらを見ると、笑みをますます強くした。

　入ってきたのは小こ柄がらな老ろう人じんだ。頭とう皮ひには毛が一本もない。サングラスをかけ、口くち元もとにはシニカルな微び笑しようがこびりついている。

　その男の姿はゲルマニアの総そう統とう官かん邸ていにいる男と寸すん分ぶん違たがわなかった。

「閣下、お呼びで」

「おう、来たか、ヘス」

　そう、ヘスであった。しかし、なぜヘスがここにいるのか!?

「計画は予定通り進んでいる。あとはおまえのほうだけだ。どうだ、あれは？」

「〝Ｓサンプル〟に逃げられたのは痛いたかったですな。ただ、順じゆん調ちようとだけは言っておきましょう」

「急げ！　あれはニューテキサスが世界を支し配はいするためにどうしても必ひつ要ようなのだ！」

「わかっております」

「フフフ……もうすぐだ！　もうすぐだ！」

　ヒューリックはそう何度も叫さけび続け、最後にはこらえきれなくなったように大声で笑った。
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　ヘスは例の笑みを浮かべたまま、そんなヒューリックを見つめていた。
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　逃にげる。逃げる。

　ともかく小樽たちは逃げるしかない。

　執しつ拗ような〝マリリン〟の追つい撃げきを避さけ、待ちかまえているパトセイバーを蹴け散ちらして、小樽たちは逃げ回った。

　が、小樽たちにとって一番の障しよう害がいは民みん衆しゆうだった。

「市民には絶ぜつ対たいに手を出すなよ！」

　小樽のこの一言で、民衆に出会ったらまさに逃げるしか手はない。

　しかし、なぜ位置が、と疑ぎ問もんに思う暇ひまもないほど、小樽たちの行く先々に人々の群むれは現れる。

「小樽様、右に！」

「マスター、今度は左に！」

　人々がいない方向、いない方向へと足を進めるが、結局は囲かこまれてしまった。

「あんな上にまで」

　なんとまわりのビルの屋おく上じようにまで人々は詰つめかけているのだ。

「小樽、どうするの？」

　ライムが不安そうに聞く。

　小樽にもいい考えは浮かばない。

「小樽、強きよう行こう突とつ破ぱしようぜ！」

　パンターが叫ぶが小樽は首を振った。

「だめだ！　万が一死人が出たら……」

　非ひ戦せん闘とう員いんを傷きずつけることだけは、小樽は絶対にやりたくなかった。そんなことをすれば、自分は一いつ生しよう後こう悔かいするとわかっている。

「けど、このままじゃ！」

「…………」

「あの人たちはなにかに操あやつられているようにマスターに向かってきますわ！　マスターの身が危き険けんです！」

「…………」

「小樽、ビルの中、人でいっぱいだよ！」

「小樽、地下もだめだよ！　岩がん盤ばんが厚あつくて破やぶれない」

　セイバーたちの報告を聞き、小樽は絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちに襲おそわれた。このまま連中に身をまかせるしかないのか──

　そのときだ。




　ギィィィィィィィィィィィィィ……




　いきなり真ま横よこのビルの裏うら口ぐちと思われるドアが開く。

「！」

　身み構がまえたセイバーマリオネットたちの前に現れたのは、人間が一人。

「敵か!?」

「違います！」

「えっ……？」

　一瞬、小樽はその人物を驚いたように見た。

　年ねん齢れいは小樽と同じくらいか。肩かたまでの黒くろ髪かみ。華きや奢しやな身体からだつき。細い指。ハッと見とれるような整ととのった顔立ち。

　それはどう見ても女としか思えない。

（オカマ……だよな）

　〝彼〟はかわいらしい声で小樽に向かって叫んだ。

「早く！　逃げるならこっちへ！」

　しかし、全員動こうとしない。

『罠わな』という言葉が一同の頭にはあった。

　が、次の瞬間、小樽は決けつ断だんしていた。

「どうせピンチなら、罠だとしても変わらねえはずだ！」

　小樽はそのドアの中に飛び込んだ。セイバーマリオネットたちも慌あわててあとに続く。

「わっ！」

「なんだ!?」

　小樽たちが入ると、そこは小部屋だった。




　ウィィィィィィィィィィィィン……




　ドアが閉しまり、軽い落らつ下か感かんがある。どうやらその部屋自体がエレベーターとなっているらしい。

「もう安心です。下にはあなたたちを助ける人間ばかりですから」

　オカマと思われる〝彼〟は微笑ほほえんだ。

　その微笑みには見み覚おぼえがある。そう、あのジャポネス歴れき史し資し料りよう館かんで見た、ローレライの絵を思い起こさせる笑みだ。

「…………」

「小樽……？」

　ライムをはじめ、セイバーマリオネットたちのほうは、呆ぼう然ぜんと立ちつくす小樽を不安そうに見つめていた。
















第二章　彼？　それとも彼女？
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「そういえば名前をまだ言ってなかったっけ。オレは小お樽たる。間ま宮みや小樽だ」

「私はシーです」

　〝彼〟は言った。

「シーさんか」

「はい」

　小樽とシーはお互たがいの顔を見た。

（かわいい顔してる……）

（…………）




　ポッ……




　顔を赤らめたのは二人ほぼ同時だ。小樽は慌あわててシーから目を離はなした。

　セイバーマリオネットたちの表ひよう情じようが変わる。ある者は不安そうな、ある者はムッとしたような。

　小樽自身は自みずからの反はん応のうに愕がく然ぜんとしていた。

（なんなんだ、オレは……!?　男相手の恋れん愛あいはだめなんじゃなかったのか!?）

　ここで一つ確かく認にんしておかなければならないのだが、このテラツーという世界では男同士が恋こい人びと関かん係けいを結ぶということが決しておかしなことではない。というよりも、男しかいないのだから、愛を求めるとすれば同性相手でしかあり得ない。むしろ、マリオネットに愛を感じていた小樽のほうが異い常じようと言われていた。

「…………」

　小樽はもう一度シーのほうを見た。

　ちょうどシーも小樽のほうに顔を向けたところだ。

　ふたたび二人の視し線せんが合う。

「あ……」

「……！」

　小樽とシーはまたしても真まっ赤かになって、顔をあさってのほうに向けた。




　ピシッ……




　部へ屋やの隅すみの壁かべで音がする。怒いかり顔のブラッドベリーの拳こぶしが思わず壁にヒビを入れたのだ。

「小樽！　そいつはまだ敵てきか味み方かたかはっきりとわからないんだよ！　そんなヤツに心こころ許ゆるすんじゃないよ！」

　ブラッドベリーの声に同どう調ちようしたのはやはり怒り顔のパンターだ。

「まったくだぜ！　小樽、そいつから離れてな！」

　小樽は我われに返ってセイバーマリオネットたちを見た。

　シーの顔は緊きん張ちようした面おも持もちに変わる。

「ブラッドベリー？　パンター!?」

　そのときになって小樽はようやくセイバーマリオネットたちの態たい度どに気づいた。

　ブラッドベリーとパンターは怒おこっている。ティーゲルは真しん剣けんな表情で小樽を見つめている。チェリーとルクスは怒りと困こん惑わくが入り混まじり、パニック状じよう態たいだ。そして、ライムはどこか哀かなしそうな表情をしていた。

　なぜそんな顔をしているのか──

「おい、みんな」

　小樽がなにか言おうとした。

　そのときだ。




　ガコン……




　部屋がわずかに揺ゆれる。

　どうやら目的地に着いたようだった。

「下の断だん層そうに着きました。ここで降おりてください」

　シーが静かな声で言った。

「ああ」

「罠わなじゃないだろうね」

「ブラッドベリー、やめろって」

　小樽は先頭に立って戸と口ぐちに向かった。

　シーの言葉に小樽たちは従したがうしかないのだ。たとえ、これが罠だとしても。すでに虎こ口こうに入ってしまっているのだから。




　ギィィィィィィ……




　戸口を開け、小樽たちは外に出た。

「あっ！」

　次の瞬しゆん間かん、小樽たちが目にしたのは無数に並ならぶ銃じゆう口こうだった。思い思いの格かつ好こうをした男たちがいっせいに銃を小樽たちに向けている。

「やっぱり罠かい！」

　ブラッドベリーが叫さけぶなり、一気に駆かけ出そうとする。

　だが──

「違います！　待って！」

　そのブラッドベリーに飛びついたのはシーだった。

「離せ！」

　興こう奮ふんしたブラッドベリーはそのままシーをはね飛ばす。

「きゃっ！」

「シー!?　うわっ！」

　シーの身体からだはまともに小樽にぶつかり、二人はその場に倒たおれ込こんだ。




　ぷにゅ……




　このとき、小樽は間ま違ちがいなく感じた。偶ぐう然ぜん触ふれたシーの胸むねの、独どく特とくの柔やわらかな感かん触しよくを。

（えっ……？）

　シーの下した敷じきになりながら、小樽はその感触に衝しよう撃げきを受けていた。

　胸がある──

（な、な、な、な……）

　どのくらいの時間、呆ぼう然ぜんとしていただろうか。

「大だい丈じよう夫ぶか、間宮小樽君」

　シーの重みが小樽の上から消え、小樽は大きく硬かたい手に引き起こされていた。

「あ？　あれ？」

　すでにすべて銃口は下を向いている。そして、小樽たちを囲かこんだ人々の顔は笑え顔がおだった。

「すまなかったな、間宮君」

　小樽を引き起こしてくれた男が言った。年は三十半なかばといったところか。ガッシリとした体つきで、口ひげをたくわえ、サングラスをかけている。

「警けい察さつの手入れという最悪の事じ態たいを常つねに想そう定ていしているんで、外から来る者への出で迎むかえはああして仰ぎよう々ぎようしくなってしまうんだよ」

「これはいったい？　あんたら、何なに者もんだ？」

　小樽が怪け訝げんな顔で言う。小樽にしてみればまさに事態に流されまくっているという状じよう況きようで釈しやく然ぜんとしないのはあたりまえだった。

「オレたちは……」

　男はガバッと服の前を開ける。

「ニューテキサス抵抗組織レジスタンス『自由軍フリーダム』だ！」

　得とく意いげに突つき出された胸むな元もと。そこにあったＴシャツには大きく『Ｆ』と書かれていた。
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「いったいなにをやっとるんだ、バカモォォォォォォォン！」

　ホワイトハウスに怒ど声せいが響ひびく。

　声の主ぬしはこのホワイトハウスの主で、ニューテキサスの最さい高こう権けん力りよく者しや、そして、今や世界の最高権力者たらんとしている男、ジョイ・ヒューリックだった。

　ジョイ・ヒューリツクは居い並ならぶ側そつ近きんたちを怒ど鳴なりつけていた。

「間宮小樽を逃のがしただと！　警察と軍は無む駄だに数をそろえているだけか！」

　側近の中の警察長ちよう官かんと国こく防ぼう長官が頭こうべを垂たれる。

　が、その他ほかの側近も他人ひと事ごとではない。

　案あんの定じよう、ジョイ・ヒューリックの怒りの矛ほこ先さきは二人のすぐ隣となりにいた国こく務む長官に向かった。

「国務省も民みん衆しゆうの扇せん動どうに失しつ敗ぱいしたのではないのかね！」

「それは……」

　国務長官も床ゆかを見つめる者の仲なか間ま入いりだ。

　ジョイ・ヒューリックの怒りはまだまだ収おさまらない。

「ジェームズ君！」

　名前を呼ばれ、来たか……とばかりあきらめの表情で、主しゆ席せき補ほ佐さ官かんは早そう々そうに下を向いた。

「キミは今まで私に、聞きたくもない報ほう告こくを三度もしたね！　一度目は抵抗組織レジスタンスなどというくだらない組そ織しきの存そん在ざいに言げん及きゆうしたとき。二度目は〝Ｓサンプル〟の逃とう亡ぼう。そして今回だ！」

　ジョイ・ヒューリックに対し反はん論ろんを言うことなど許ゆるされない。そんなことをすれば現在の地位から追われるだけだ。

　彼らにできることはヒューリックが怒ることにあきるのをひたすら待つのみ。

「まったく……」

　ヒューリックが怒り疲つかれてクッションの効きいた椅い子すに身体からだを預あずけたとき、顔を上げていたのは情じよう報ほう局きよく長官だけだった。

　このとき彼は他者の失敗を有ゆう効こうに利用すべく、愛あい想そ笑わらいを浮うかべながら口を開いた。

「閣かつ下か、ご安心ください。やつらの動どう向こうならまもなく判はん明めいいたしましょう」

　ジロリとヒューリックは情報局長官のマッキンレーをにらむ。

　が、マッキンレーは怯ひるまなかった。

「我わが情報局で調しらべましたところ、中央コンピュータにハッキングされた痕こん跡せきが見られました」

「ほう……」

　ヒューリックのこめかみがピクリと動く。その事じ実じつにヒューリックが興きよう味みを示しめした証しよう拠こだった。

「察さつしますに、これはかの間宮小樽たちが中央コンピュータから例れいの情報を引き出したのではないかと」

「ふむ」

「となれば、彼らはこの情報に沿そって動くのは明めい白はく。ならば我われらがすべきことはただ一つしかありません」

「おもしろい！」

　ヒューリックは声を出していた。顔には子供のように好こう奇き心しんに満ちた表情が浮かんでいる。

「軍と警察は今度こそやってくれるだろうね！」

「もちろんです！」

「おまかせください、大だい統とう領りよう閣下！」

　国防長官と警察長官は身を乗り出していた。失点を挽ばん回かいする機会チヤンスを逃してなるものか、と。

「ヤツらの狙ねらいはメソポタミア号のはず！　ならば……フフフ……なかなかの見み物ものだぞ！……なあ！」

　ようやく機き嫌げんを直したようにヒューリックは笑えみを浮かべた。そのまま背はい後ごを振り返る。

　追つい従しようするように笑みを顔に貼はり付つかせていた側近たちも、慌あわててそちらを向く。

　立っていたのは丸坊主スキンヘツド──ヘスだ。

　ヘスは例の笑みを口くち許もとに浮かべながら、ヒューリックに語りかけた。

「閣下。間宮小樽たちが入手したはずの情報には若じやつ干かんの真しん実じつが含ふくまれておりますが、それもよろしいですかな」

「若干の真実？」

「はい。たとえば〝Ｓサンプル〟は長い金きん髪ぱつに青い目をしているとか」

　ヒューリックはわずかに不機嫌そうな表情に戻って言った。

「そのようなくだらないことをわざわざ報告に来たんじゃあるまいね」

　だが、ヘスは動じない。

「いえ、これだけです。ただ……〝Ｓサンプル〟と間宮小樽たちが合流してはあまりよくないことになると思いましてね」

　ヘスの笑みが一いつ瞬しゆん強くなる。

「…………」

　ヒューリックは憮ぶ然ぜんとした表情でそれを見つめていた。
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　そこはニューテキサスに繫つながるポトマック川がわの河か口こうからそう離れていない海の一角だった。




　ザバァァァァァァ……




　波なみ間まに巨きよ大だいな潜せん水すい艦かんが浮ふ上じようする。それは、潜水戦せん艦かんとでも言ったほうがいいような大きさだ。

　続いて、その潜水戦艦を囲かこむように、数すう十じつ隻せきの潜水艦が姿を現していた。言うまでもなく、ゲルマニアの大だい艦かん隊たいである。

「…………」

　潜水戦艦──ブランデンブルクの艦かん橋きようで、一人の男がじっとモニターを見つめている。氷のごとき視線を持つ、その男の名はファウスト。ゲルマニアの総そう統とう、その人である。

　モニターに映うつっているのはニューテキサスを中心とした地図であり、そこにはゲルマニアの部ぶ隊たいの配はい置ちも記しるされている。

「参さん謀ぼう長ちよう」

　ファウストは視線をモニターに向けたまま、傍かたわらに立つ高こう級きゆう士し官かんを呼んだ。

「はっ」

　高い鷲わし鼻ばなを持ち、整ととのった顔立ちの中年の士官が一歩前に出て、直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいをとる。

「現在の戦せん況きようはどうなっておるか」

「はっ。およそ一時間前、左さ翼よくに展開中の、おそれ多くも総そう統とう閣かつ下かの御おん名なを頂いただいたゲルハルト師し団だんが敵てきと接せつ触しよくいたしました」

「…………」

「戦せん闘とうはつい先ほど終わり、我わが軍ぐんは二四四八体もの敵セイバーを撃げき破は。敵軍は後こう退たいを始めております」

「こちらは何体やられた？」

「はっ。およそ……」

「正せい確かくに言え！」

「はっ。七八二体であります」

「……ゲルハルト師団には一五〇〇体の赤毛レーテイス・ハールが配備されていたはず。半分が失うしなわれたとなれば、我が軍も動けぬというわけか」

「現在再さい編へん中ちゆうであります。補ほ充じゆう状じよう況きようも悪くなく、もう一時間もあれば、新たな行動をとることも……」

「そのころには向こうも再編を終えている。そして、同じ戦いが繰くり返かえされるというわけだ！」

　ファウストの怒ど気きを含ふくんだ声に、参謀長は沈ちん黙もくせざるを得なかった。

「クッ……ヒューリックめ。あくまで数に頼たよる気か」

　忌いま々いましそうにつぶやき、ファウストは唇くちびるを嚙かみしめた。

　軍事国家として圧あつ倒とう的な軍事力を誇ほこるゲルマニアも、こと経けい済ざいに関してはニューテキサスの後こう塵じんを拝はいさざるを得ない。

　この時点でのニューテキサスのＧＮＰ（国民総そう生せい産さん）はテラツー全体のおよそ四割を超こえている。これには大きな理由が二つあった。

　一つは民みん主しゆ主しゆ義ぎ国家ということもあって（これについては非常に疑ぎ問もんが大きいが、少なくとも国民はそう信じ込んでいる）、競きよう争そう原げん理りが存在し、経済活動が非常に活かつ発ぱつなこと。

　二つ目は、アメリカツー大たい陸りくが資し源げんに富とんでいて、ニューテキサスはそれを独どく占せんできたということ（アメリカツー大陸にある都市はニューテキサスだけなのだ）。

　これにより、他国の関かん税ぜいをものともせず、競争力のあるニューテキサスの商品はテラツー全土を席せつ巻けんした。

　このことは軍事力の方面にも大きな影えい響きようを与えている。ゲルマニアが一体の赤毛を生産する金きん額がくで、ニューテキサスは四体を超えるマリリンを生産することができた。工場の生産性を考えれば、時間的にもこの一対四という数字が成り立つ。

　従したがって、戦いの場において一対四の割合で両者に被害が発生し続けていれば、戦線は膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいると予よ測そくされ、実際にそうなっている。さらに現在は同等でも、最終的には経済力が大きく、資源を多く持つほうが優ゆう勢せいになることは火を見るより明らかだ。

　ファウストはそれを避さけるため、短期決けつ戦せんを狙ねらい、さまざまな挑ちよう発はつをニューテキサスに仕し掛かけていたが、ヒューリックはいっさいそれに乗らず、長期戦・持じ久きゆう戦せんへと持ち込む腹はらづもりだった。

「…………」

「閣下」

　沈ちん黙もくしたファウストに向かって、声を発した者がいる。

　ファウストの性せい格かくを知る者にしてみれば、最悪のタイミングである。が、その声の主はだれあろう、ゲルマニア科か学がく相しようドクター・ヘスであった。

　おそらく偉い大だいなる総統の性格をもっとも熟じゆく知ちしているであろう彼が、その沈黙を破やぶるということは、話の内容がよほどのこと──その場にいた者すべてがそう考えた。

　ヘスはいつものシニカルな笑えみを浮うかべたまま言葉を続けた。

「先ほどニューテキサス市内で小さな騒そう動どうが起こりました。調ちよう査さの結けつ果か、それは市内に潜せん入にゆうした間宮小樽とその一いち味みを捕とらえるためであったとのこと」

　ヘスの言葉を半なかばハラハラし、半ば期き待たいして聞いていた者たちの顔に失しつ望ぼうの色が浮かぶ。彼らからすれば実にとるに足たらない事こと柄がらであった。

　が、彼らのすべてが、間違いなく激げき怒どすると予想した総統は、予想通りの反応を示さなかった。

「…………」

　ヘスのほうを向いた彼の顔に浮かんでいるのは怒りではない。興きよう味みだ。

「その中にティーゲルたちはいるのか？」

「はい。一味はニューテキサス当局からの逃とう亡ぼうに成せい功こうした模も様ようです」

「ふむ……」

　ふたたびファウストは沈黙した。先ほどの沈黙とは違い、建けん設せつ的てきな方向にベクトルが向いている。

　今度はヘスもファウストの沈黙を破ろうとはしなかった。

「参謀長」

　わずか二、三分たらずでファウストは自みずから沈黙を破った。

「全軍を海岸線まで後退させろ」

「えっ!?」

「二度は言わぬ」

「わ、わかりました！　全軍を海岸線まで後退させます」

「その後でニューテキサス市内のスパイセイバーを三さん倍ばいに増ふやせ。間宮小樽たちの動向を探さぐらせるのだ」

「はっ」

「…………」

　ファウストはヘスのほうを見る。

　ヘスはあいかわらずの笑みを浮かべ、じっとファウストを見続けている。

　ファウストの目が言っていた。こういうことだな、ヘス──と。

「…………」

　それに対してヘスはコクリとうなずいた。

　二人はいったいなにを考えたのか!?　小樽たちが……いや、その中のティーゲルたちがなにか関係するというのか。

　そしてもう一つの疑問。

　ここにいるヘスはあのヘスといったいどのような関係なのだろうか？
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　鳴なり響ひびくトランペットの音。それはジャズだ。

　軽けい妙みようなジャズが流れる中、小樽たちは歓かん迎げいの宴うたげの席にいた。

　小樽とセイバーマリオネットたちはテーブルに乗のりきらないほどの料理で歓迎されていた。そして、小樽の対とい面めんにはあの「Ｆ」と書かれたＴシャツを着た男──ステーク・パウンドが座すわっている。

　ステークは酒のせいもあって、かなり陽よう気きだった。

「イーヤッホーッ！　これでオレたち『自由軍』の未来もかなり明るいぜっ！　なんてたって、あの〝間宮小樽とその仲間たち〟が来てくれたんだからな！」

　ステークがなみなみと注つがれたストレートのバーボンをあおる。

「間宮小樽と仲間たち！　ベリーハッピー！　ベリーグゥゥゥッ！　ユーたちのおかげで、オレたちは真の自由を手に入れることができるんだ！」

　ステークはますますヒートアップしていく。

　が、歓迎される側の小樽たちはただ呆ぼう然ぜんとした様子でそれを見ているのみだ。

　この地下の断だん層そうについてから、小樽たちが知ったことと言えば、Ｔシャツの男の名前がステーク・パウンドということ。ステーク・パウンド率ひきいる「自由軍」は真の自由を手に入れるため戦たたかっているということ。この二つだけだった。

「ちょいと、ステークさん！」

　たまらず小樽が声をかけるが──

「ハッピー！　ハッピー！」

　最初の用よう心じん深ぶかさはどこへやら。酔よっぱらったステークはまるで役に立たない。それはステークのまわりで飲のんでいる連中にも言えることだった。

「おい、ちょっと！」

「ごめんなさい」

　あやまるかわいい声に、小樽は慌あわてて振り向いた。

　黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ。シーだった。新たな料理の皿を持ったシーがすまなさそうな表情で立っていた。

「みんないい人間なんだけど、お酒が入るとこの有あり様さまで……」

「あ、いや……」

　なぜか小樽のほうが恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる。

「その……なんていうか……」

　しどろもどろになってしまった小樽を、まわりのセイバーマリオネットたちは複ふく雑ざつな表情で見つめていた。

「シーさん……あんたたちはいったい何者なんだ？」

　料理を置き終えたシーを待まっていたかのように、ティーゲルが口を開く。

　シーもそうした質しつ問もんを予よ期きしていたように、はっきりとした口く調ちようで答えた。

「ニューテキサス抵抗組織『自由軍』。ニューテキサスに真の自由を取り戻そうとする者たちの組織です」

「真の自由……」

「ジョイ・ヒューリックは民主的な選せん挙きよで選ばれた大だい統とう領りようなんかじゃありません。ただの独どく裁さい者しや。見たでしょ。人々がジョイ・ヒューリックの言葉で操あやつられたように動くのを」

「ああ」

　小樽がうなずく。なにせ、テレビを見ていた花はな形がたまでもがヒューリックの言葉に従したがってしまったほどだ。

「お連れの方は今、催さい眠みん解かい除じよ療りよう法ほうを受けてもらっています。テレビの映えい像ぞうには人々を洗せん脳のうする催眠パターンの絵がサブリミナルで混入されているんです。人々は気づかずにそれを見続け、気がついたときにはジョイ・ヒューリックの言いなりに……」

「ひどいね」

「なんて卑ひ劣れつな手ですの！」

「けど、なんでそうまでしてジョイ・ヒューリックは民主主義とやらを標ひよう榜ぼうするんだい？　なんといってもジョイ・ヒューリックはこのニューテキサスのオリジナル・クローンなんだし、他の国のように最初から王おう制せいとかにしておけば？」

　ブラッドベリーの言葉はテラツーでは成り立つことだった。人々は不平を言いながらも、オリジナル・クローンに逆さからうことはまずないからだった。それはクローンの本能とでも言おうか。西安シーアンの王おう庸よう平へい幽ゆう閉へい事じ件けんでも、陰いん謀ぼう者しやたちはあくまでその代かわりのオリジナル・クローンを上に立てたことでもわかる。禅ぜん譲じようはあり得ないのだ。

「一つは経けい済ざいのためです。民主主義と思わされている国民は、働はたらきによっては上に行けるんだと猛もう烈れつに働きます。競きよう争そう原げん理りが導どう入にゆうされ、企き業ぎようは大きく強く育つのです」

「はあ～ん？」

「『ニューテキサス・ドリーム』という言葉があります。他の都市ならばほとんどの場合身分は一生変わらないでしょう。けれど、ニューテキサスでは第三等のクローンでも働きによっては第二等のクローンを抜くことができる……そういう建たて前まえなのです」

「…………」

「もう一つは単たん純じゆんにジョイ・ヒューリックの見み栄えです」

「見栄？」

「他の五都市に対し、ニューテキサスはこんなにも進んでいるんだというのを見せつけたいのです」

「はん、くだらねえ」

　パンターが吐はき捨すてるように言った。

「民主主義とやらはそんなにもすごいもんなのか!?　オレには信じられないぜ」

「平びよう等どうな社会は素す晴ばらしいものです！　けれど……」

　シーの表情が急に哀かなしみのそれに変わる。

「今のままのテラツーでは成り立ちません。間ま違ちがいなく……」

「シーさん……？」

「すいません。これで失礼します。みなさん、楽しくやってくださいね」

　それだけ言うと、シーは足早に去さっていった。

「シーさん……」

　小樽はシーの後ろ姿を思わず立ちつくして見送る。

　そんな小樽に向かって、ライムがポツリと言った。

「小樽……やっぱり人間のほうがいいの？」

「えっ!?」

　驚おどろき振り向くと、セイバーマリオネットたち全員が小樽を見つめていた。どこか哀しげな瞳ひとみで。




　　　　５




「…………」

　パーティー会場を外はずれ、小樽は一人、岩だらけの地面を歩いていた。

　地下の断だん層そうのため、どこからか入ってくる光だけであたりはかなり暗い。自由軍はこの周しゆう辺へんでテント生活をしているため、特に整せい備びされてはいなかった。

「ふぅ……まいったなぁ……」

　結けつ局きよく、小樽はライムの問いかけに答えることができなかった。

　ライムたちに対する愛情はもちろんある。それが恋れん愛あい感かん情じようかと問われればそうだと答える覚かく悟ごもある。けれど、シーを初めて見てわき起こった感情──

　それもまた恋愛感情かもしれなかった。

（オレはどうしちまったんだ、まったく……）

　頭を冷ひやそうと、小樽はそっとパーティーを抜け出してきた。

「…………」

　後ろめたいわけじゃない……と思いたいが、どうしても小樽の脳のう裏りからセイバーマリオネットたちのあの哀しげな瞳が消えない。

「どうすっかなぁ……」

　小樽の口から漏もれるのはそんな言葉ばかりだ。建設的な考えはまるで浮うかばない。

「あ……」

　気がつくと周しゆう囲いの景け色しきがまるで変わっていた。どこまで歩いてきたのか。

（いけねえ……そろそろ戻らねえと、ここがどこだかわからなくなっちまう……）

　そう思ったときだった。




　チャポン……




（えっ……？）

　水音が聞こえる。

　振り向くと、そちらから立ち上のぼっているのは湯ゆ気げだ。

（温おん泉せん……？）

　小樽はそちらに近づいていった。

　湯気はどんどん濃こくなっていく。

「あれ……？」

　ふと見ると、岩場に服が脱ぬぎ置おかれている。それはさっきまでシーが着ていたものだ。

（えっ？　シーさん……？）

　小樽は思わず足を止める。

　このすぐ先でシーが温泉に浸つかっているのは間ま違ちがいない。

（な、なにドキドキしてるんだ！　シーさんは同じ男じゃないか！）

　ここまで来て、挨あい拶さつ一つしないで戻もどるのは、かえっていやらしく思われる。

　小樽はそう判はん断だんして、歩あゆみを進めた。

「…………」

　湯気の中に人ひと影かげが見える。

　どうやらシーらしい。




　ゴクリ……




　緊きん張ちようした面おも持もちで、小樽は必ひつ死しに声を絞しぼり出した。

「や、やあ、シーさん！」
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「えっ!?」

　シーが振り向いた。

「あ……！」

　二人の動きが止まる。

　身体からだを硬こう直ちよくさせたまま、二人はお互たがいを見つめていた。

　特に小樽は、驚おどろきのあまりポカンと大おお口ぐちを開あけていた。

　シーは手に黒くろ髪かみを持っていた。

　目も黒じゃない。

　長い金きん髪ぱつに青い瞳ひとみ。

　驚きはそれだけではなかった。

　豊ゆたかにふくらんだ胸むね。

　そして──

「な、ない！」

　シーには男にあるはずのモノがついていなかった。
















第三章　虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得え……た？













　　　　１




　硬こう直ちよくしたまま、どのくらい二人は見つめ合っていただろうか。

　先に我われに返ったのはシーのほうだった。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　響ひびきわたる悲ひ鳴めいに小お樽たるも現げん実じつに引ひき戻もどされる。

「す、すまねえ！」

　小樽は慌あわてて後うしろを向いた。

　顔は真まっ赤かだ。

　それはシーも同じこと。

　シーは隠れるかのように、顔の半分くらいの位置までお湯の中に潜もぐり込んだ。

「本当にすまねえ」

　シーのほうを見ないようにしながら小樽は言った。

　このとき、小樽は完全に混こん乱らんしていた。

　男同どう士しならこんな事じ態たいは起こるはずもない……それなのにオレはいったいなんで──
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　小樽はシーのあれを見ても、まだ自分を納なつ得とくさせられないでいた。

　つまり、それがいったいなにを意味するかを。

　小樽の頭の中ではさまざまな感かん情じようが弾はじけ、混まざり合い、混こん沌とんの様よう相そうを呈ていしていた。

（オレはいったいなんでドキドキしてるんだ？　この感情はなんだ？）

　何度も何度も自じ問もん自じ答とうする。いや、自問だけだ。答えが出ない。

　それはやはり一つの到とう達たつ点てんになかなか達たつしないためだ。

　到達点──シーは本物の女の子なのではないかという推すい測そく。

　小樽は、ただただ立ちつくすのみだった。

　シーのほうも混乱していた。

　上うわ目め遣づかいに小樽の背せ中なかを見る。

「…………」

　猛もう烈れつな恥はずかしさがシーの全身を駆かけ巡めぐる。と、同時にもう一つの感情があった。

「あの……小樽さん……」

「あ……な、なんでしょう」

「私を見てどう思いました？」

「えっ!?」

「驚おどろかれたでしょ……でも、私、こういう身体なんです」

「そ、その……なんつったらいいか……え～と……」

　小樽の頭の中にシーの裸ら体たいが浮うかぶ。そして、またしてもボッと火がついたように顔が赤くなった。

　わずかに残ったまともな思し考こうで、小樽は必ひつ死しに考えていた。

（あれは……!?　ニューテキサスの〝オカマ〟っていうのはあそこまでやるものなのか？　それとも、まさか……）

　思考がここまでたどり着くと、今度は俄が然ぜん興きよう味みが湧わいてくる。しかも、シーの態たい度どでは、どうやらそのことに関して突つっ込こんで聞いてもいいらしい──

　小樽は好こう奇き心しんに後あと押おしされ、ついにシーのほうを向いた。

「あの、シーさん！　いっ……!?」

　だが、次の瞬しゆん間かん、小樽はふたたび硬直することとなった。

　なんと振り向いた先に、シーが立っていたのだ。わずかに頰ほおを染そめながら、どこも隠かくそうとせず。

「見て下さい、小樽さん、私を……」

「シ、シ、シ、シ、シーさん!?」

　ほどよくふくらんだ胸むね。丸みを帯おびた身体の線ライン。そして──

「私、実は……」

　シーがゆっくりと近づきながら、潤うるんだ目で小樽を見る。

　小樽がその目に吸すい込まれそうな感かん覚かくを覚おぼえたそのとき──

「いやだ！」

　声が響き、いきなり飛とび込んできた影かげがあった。

　ライムだ。

「小樽から離はなれて！」




　ドンッ！




　小樽が呆ぼう然ぜんと見つめる中、ライムはシーを突き飛とばしていた。

「あ……」

　小樽の目には、湯の中に倒たおれていくシーの姿すがたがまるでスローモーションのようにはっきりと映うつっていた。




　バシャッ！




　水音が響き、それで小樽は我に返った。

「なんてことするんだ、ライム！」

　小樽は思わず叫さけんでいた。

「あ……ボク……」

　今度はライムが愕がく然ぜんとした表ひよう情じようで立ちつくしている。自分自身、とった行動が信じられないというかのように。

「ライム！」

　小樽としてもライムを怒おこらないわけにはいかない。人をいきなり突き飛ばすとはなにごとか──

「ボク……ボク……」

　ライムは泣なきそうな表情に変わっていた。

　気持ちに整せい理りがつかず、感情を抑おさえることができず、混乱の極きわみに達たつしていた。

「ボク……」

　ダッとライムは走り出した。

　自分がいったいなにをしたのかわからない。どうしていいのかわからない。そして、自分の気持ちがわからない。

　こんなとき、その場を逃げ出すこと以外、ライムになにができたというのだろう。

「おい、ライム！」

　小樽の声もライムを止めることはできなかった。

　あっという間にライムの姿は小樽の視し界かいから消えた。

「あの、小樽さん、私なら大だい丈じよう夫ぶです」

　湯の中からシーが起き上がって言った。

「すいません、シーさん。あいつ、ちょっと興こう奮ふんしちゃってて」

「…………乙女おとめ回かい路ろを持ったマリオネット。本当に女性の心を持っているんですね」

「えっ!?」

　シーの顔に哀かなしみの感かん情じようが浮うかんでいる。それがいったいなにを意味するのか？　そして、なぜシーはライムたちのことを知っているのか？

「あの、シーさん……なぜそのことを……」

　それらの疑ぎ問もんを解かい消しようすべく、小樽が言いかけたときだった。




　バシャァァァァァァァァァァァッ！




　今度の訪ほう問もん者しやは湯の中から来た。

　そう、そんな非ひ常じよう識しきなヤツは一人しかいない。

「小樽クン！　キミはぁぁぁッ！　ボクという者がありながらぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　湯から服のまま飛び出してきたのは、だれあろう、花はな形がただった。

「花形!?　もう大丈夫なのか？」

「ダイでもジョウブでもそんなことはどうでもいいよ、小樽クン！　それよりも、いったいこれはどういうことだい！　さんざんボクの求きゆう愛あいは拒きよ否ひして、こんなどこの馬うまの骨ほねともわからない男からの愛を受け入れようとするとは!?」

「ちょっと待て、花形！　そんなに興奮するな！」

「これが興奮せずにいらりょうか！　小樽クン！　キミは男からの愛は嫌きらいだと言ったじゃないか！　だからボクはひたすら茨いばらの道を歩き続け……それを、それを！　小樽クン！　こいつは男なんだよ、小樽クン！　そしてボクも男だ、小樽クン！　ボクたちはみんな男なんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　完全に錯さく乱らんした花形の言い分だったが、一つ気になる反はん応のうがあった。

「男」という言葉を聞くたびに、シーがどこか哀しそうな表情をするのだ。

　そして、小樽はそれを見み逃のがさなかった。

「シーさん……？」

「小樽クン！　男同どう士し、愛を確たしかめあおう！　そして、マンズパラダイス！　永えい遠えんの薔薇ばらの国めざして、ダッシュだぁぁぁぁぁぁっ！」

「え～い、花形、少し黙だまれ！」

　小樽は花形の身体からだをつかむと、そのままお湯の中に押おし戻もどす。

「ぐばぐばぐば……」

　が、やってきていたのは花形だけにとどまらなかった。

「マスター！」

「小樽ぅ！」

　ヒステリックな表情でチェリーとブラッドベリーが飛び込んでくる。

「小樽様！」

「小樽、なにやってんだ、おめえは！」

　反はん対たい側がわからはルクスとパンターだ。

「わっ、ちょっと！」

「マスター！」

「小樽ぅ！」

「小樽様！」

「小樽！」

「小樽クゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン！」




　バッシャァァァァァァァァァァァァン！




　いっせいにマリオネット、プラスワンにのしかかられ、小樽は湯ゆ船ぶねの中に沈んだ。

「小樽さん？」

　シーは呆ぼう然ぜんとその光こう景けいを見つめるしかない。

　そしてもう一人。

「…………」

　少し離はなれた岩の陰かげにティーゲルが真ま面じ目めな表情でやはりその光景を見つめていた。

「小樽様、ひどいですわ！」

「小樽ぅ！　あんたをまともな道に戻すのはあたししかいないよッ！」

「マスターのいけずぅ！」

「小樽！　オレと一いつ緒しよに死んでくれッ！」

「小樽クン！　今、キミに本物の男の素す晴ばらしさをボクが教えるからねぇぇぇぇッ！」

「いいかげんに……ぐぼぼぼ……して……ぐはっ……くれ！　おぼ……れる……ぐぼぼ」

　小樽たちの騒そう動どうがまだまだ続きそうな様よう子すを確かく認にんすると、ティーゲルはその場から走り去った。

　そこにいない者を追って。




　　　　２




　そこはこの小さな世界の端はしとでも言おうか。

『自由軍フリーダム』の隠かくれ家がとなっている空くう洞どうの端にライムはいた。行き止まりとなったその場所に座すわり込こんでいる。

　さっきまで小樽たちといた場所とは違ちがい、照しよう明めいもなく暗い。もっとも暗くら闇やみでも物を見ることができるマリオネットには関係ないが。

「…………」

　ライムはここに来てから一ひと言ことも言こと葉ばを発していない。

　膝ひざ小こ僧ぞうを抱かかえたまま、顔を伏ふせ、じっと動かなかった。

　今のライムの脳のう裏りを占しめているものは、小樽への想おもいか。後こう悔かいと自じ責せきの念ねんか。

「…………」

　そうやってうずくまったままのライムの頭をいきなり撫なでる手があった。

「ライム……」

　やさしげな声が響ひびく。

　ティーゲルだ。

「…………」

　だが、ライムは顔を上げなかった。

　ティーゲルは慈じ愛あいをたたえた目でライムを見つめている。

　自分からそれ以上、敢あえて声をかけるようなことはせず、ひたすら待つ。

　やがて──

「ボク……だめなんだ」

　うずくまったまま、ライムがポツリとつぶやくような声で言った。

「…………」

　ティーゲルはまだなにも言わない。

「さっき、小樽があの人と一緒にいるのを見たら、哀しくなっちゃって……わけもわからず興奮しちゃって……それで……」

「…………」

「あの人に小樽をとられちゃうのかと思って……ボク……」

　ライムはゆっくりと顔を上げた。

　涙でくしゃくしゃになっている。ずっと泣き続けていたのだろう。

「ライム……」

　ティーゲルはライムの横に腰こしを下おろした。

「今まで、こんなふうに思ったことなかったのに……」

「…………」

「みんなで仲なか良よくしていければいいと思っていたのに……ボク……」

「ライムも少しずつ大人おとなになっているんだね」

「えっ!?」

　ライムはティーゲルのほうを見た。

　ティーゲルは微笑ほほえんでいる。

「それはね、ライム……ライムが成せい長ちようしている証しよう拠こなの」
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「成長……？」

「そう。単たんに小樽と仲良しの状じよう態たいよりももっともっと進んだ関かん係けいになりたい……そうライムは思い始めているのよ」

「ボクが……そんなことを……？」

「自分でも気づかないうちに心の奥おく底そこでね」

「ボクが……小樽のことを」

　それがいったいどういうことを意味するのか、ライムはまだよくわかっていなかったかもしれない。

　その行き着く先になにがあるのか、漠ばくたる不ふ安あんが広がっていたかもしれない。

　けれど、一つライムは気づいたことがある。

　自分があんな行動をとってしまうほど、小樽のことが好きなんだという事じ実じつ。

「ボク、小樽のことが好き。大好き。超ちよう好き」

　ライムは確かく認にんするかのようにつぶやいた。

「そうよ。人を愛すると、いろいろな想おもいに駆かられる。不ふ安あんで仕し方かたなくなるときもある。けれどそういった経けい験けんを経へて、あたしたちはさらに相手のことを好きになる。そして、この人を好きになってよかったと思うときが必かならず来るの」

「……うん」

　ライムはコクッとうなずいた。まだ表情から完全に不安が、そして哀かなしみが消えたわけではない。が、少なくとも自分が間ま違ちがった道を進んでいるわけではないことだけは理り解かいし始めていた。

　小樽のことを好きになって自分はここまで来た。自分にとって小樽はなくてはならない存そん在ざいだ。どんなことがあろうと小樽のことを好きでい続けよう──ライムは繰くり返かえし心の中でつぶやいていた。

　そんなライムを見ながら、ティーゲルはホッとした気分と同時に、うらやましさを感じていた。

　先ほどティーゲルがライムに言った言葉、それはティーゲル自身の確認でもある。

『人を好きになってよかったと思うときが必ず来る』──それはティーゲルにとって唯ゆい一いつの希き望ぼうでもある。小樽と、そしてもう一人、ファウストという男を好きになったティーゲルにとっては。

「さあ、帰りましょう、ライム。みんなのところへ」

「うん……でも……小樽怒おこっているかなぁ」

　今度のライムは、叱しかられるのを怖こわがる子供の顔になっていた。

　それはさっきまで愛のために自分の制せい御ぎよができなくなることを悩なやんでいた者とは思えない言葉だ。

　そのアンバランスさがティーゲルの顔に笑えみをもたらしていた。

「ライムがあのシーさんにしたことはあまりほめられたことではなかったかもね。そういうときはどうするの、ライム？」

「ちゃんとあやまるよ、ボク」

「よくできました。さ、行きましょう」

「うん」

　二人が歩き出したときだった。

「！」

　ティーゲルの表情がいきなり真しん剣けんなそれに変わる。




　シャッ！




　ティーゲルは懐ふところから鋭えい利りなメスを取り出すと、いきなり真まっ暗くらな空間に向けて投なげつけた。

「あっ！」

　ライムも気づく。

　投げつけた空間でなにかが動いたことに。

　それは人の動きではない。人の反応速そく度どを遥はるかに上回るそれは──セイバーだ。

　二人は走った。

「あそこ！」

　岩を飛とび越こしていく影かげを見て、ライムが叫さけぶ。

　ティーゲルが一気に跳ちよう躍やくした。




　ドゴッ！




　そのままティーゲルの蹴けりが相手の背中にまともに決まる。

　セイバーの身体からだは地面を二、三度バウンドし、そして動かなくなった。

「いったいどこの……？　……こいつは！」

　動かなくなったセイバーを見たティーゲルの表情が硬かたくなる。

　それはかつての母ぼ国こく──ゲルマニアのスパイセイバーだったのだ。

「どうしたの、ティーゲル？」

　駆かけ付つけてきたライムの問いかけにも答えず、ティーゲルはただそのスパイセイバーを見つめていた。
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　お世せ辞じにもその場はよい雰ふん囲い気きとは言いい難がたかった。

　小樽がいて、ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンターがそろっている。ついでに花形もいる。

　そしてシーがいた。

　このメンバーがそろっていて、昨日きのうの今日きようでよい雰囲気を作れというのは無む理りなことなのかもしれない。

　けれどそうも言ってられなかった。

　これは作さく戦せん会かい議ぎなのだ。小樽たちがわざわざニューテキサスまでやってきた目もく的てきを達たつ成せいするための。

　シーはステーク・パウンドに言われ、『自由軍』を代だい表ひようし、この場に来ていた。ステーク・パウンドにしてみれば、ジョイ・ヒューリックの圧あつ政せいを打だ倒とうするためには、ジャポネスの援えん助じよがノドから手がでるほど欲しい。そのためにも小樽に協きよう力りよくすることは得とく策さくと判はん断だんしたようだった。

　そのシーだが、岩いわ風ぶ呂ろとは違ちがい、今日は最初に会ったときの黒くろ髪かみ、黒い瞳ひとみに戻もどっていた。

　カツラとコンタクト。

　カモフラージュというわけか。

　しかし、いったいなぜ？

「…………」

　ライムはどうにも落ち着かなかった。そわそわと小樽とシーの両方を代かわる代かわる見ている。

　結けつ局きよくあの後あと、小樽に怒られることはなかったが、あやまってもいなかった。

　なんというか、あやまるタイミングを逸いつしてしまっているのだ。それはライムにとっては珍めずらしいことだ。いつもの純じゆん粋すいさと無む邪じや気きさが影を潜ひそめている。

　チェリーや他のマリオネットにしても心こころ穏おだやかではない。

　花形に至いたっては、露ろ骨こつな敵てき意いをシーに向けている。もっとも、それは極きわめて迫はく力りよくのないものだったが。

　そんな中、ティーゲルだけは皆みんなとは違うことで考え込んでいた。それは昨日のスパイセイバーの一いつ件けんだ。けれどティーゲルはまだそのことを他のだれにも話していなかった。ライムにも口くち止どめしてある。

　最後に小樽だが、これはいろいろな意味で複ふく雑ざつだった。

　シーの正しよう体たいについては謎なぞだらけだ。自身のシーに対する想おもいもまだよくわかっていない。ライムのシーにした行こう為いについても、一ひと晩ばん明あけてみれば、なぜライムがあんなことをという戸と惑まどいのほうが強くなっている。無む論ろん、他のセイバーマリオネットたちの態たい度ども無む視しできない。花形は論ろん外がいとしても。

　ただ、そういった個人的な想いがあったとしても、課かせられた使し命めいに対する責せき任にん感かんは確かつ固ことしてあった。

　メソポタミア号の位置を探さぐり、女性復ふつ活かつの足がかりを得える。

　そのためには作さく戦せん会かい議ぎをさっさと終わらせ、すぐにでも行動に移うつりたかった。

　いろいろ渦うず巻まく感情を敢あえて無視して、小樽は声を出した。

「チェリー、始めてくれ。ハッキングした情じよう報ほうはどうなんだ？」

「あ、はい。やはりどう判はん断だんしても怪あやしいです。あんなに簡かん単たんにこれだけの情報が入手できるなんて、普ふ通つうあり得ません」

　情報というのは、もちろんメソポタミア号の位置のことだ。それはニューテキサスに来てすぐに行われた中央コンピュータに対するハッキングですでに判はん明めいしていた。が、そのときのあまりのセキュリティのなさが逆ぎやくに問もん題だいとなっていた。

「まるっきりセキュリティがなかったわけじゃないんだろ」

　ブラッドベリーの問いかけにチェリーと、そしてルクスがうなずく。

　答えたのはルクスのほうだ。

「あったことはありましたが、あれならば少しくわしい者ならだれでも突とつ破ぱできます」

「じゃあ、やっぱり罠わなってことじゃねえか！」

「その可か能のう性せいは高いですね」

「めんどくせえ！　直ちよく接せつジョイ・ヒューリックのところに乗のり込こんで、吐はかせようぜ！」

　パンターの意見にはブラッドベリーがうなずく。

　二人をいさめるように口を開いたのはティーゲルだ。

「情報が完全に間ま違ちがいとは限かぎらないわ。それに罠なら罠に乗ってみるのも一つの手。第一ジョイ・ヒューリックのところに直接乗り込むなんてことは、おそらく罠から脱だつ出しゆつすることより数倍難むずかしいはずよ」

「それは……そうかも…………」

「このままその情報を頼たよりに行動するか、それとも新たな情報入手に奔ほん走そうするか。どうされますか、マスター？」

　チェリーがそう言い終わると、全員の視し線せんが小樽に集中した。やはり判断を下くだすのは小樽なのだ。

「……罠に乗ってみよう。虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず、だ」

「おケツに入らずんばオシリ得ず」




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　ブラッドベリーとパンターの拳こぶしによって、くだらないことを言った花形の姿は視界から消えた。

「では二ふた手てに分けましょう。前ぜん衛えいと後こう衛えい。前衛が実じつ際さいに行動し、後衛の部ぶ隊たいはそれを監かん視しする。もし、罠だとして前衛がそれに巻き込まれても、後衛が的てき確かくに行動すれば脱出は容た易やすくなるはずです」

　チェリーの言葉に小樽はうなずいた。

「それがいい。じゃあ、オレは前衛を」

「だめです！　マスターは後衛にいてもらいます」

「えっ!?」

「マスターはあたしたちの大たい将しようです。大将が前衛に出てどうしますか。大将はあくまで大たい局きよくを見て判断してもらわなければ」

「けどよう……」

「ともかくこれは決定です。前衛は……いざというときにはスピードが要よう求きゆうされますから、まずはライムとティーゲル」

「うん」

「異い存ぞんはない」

「私も行きますわ。情報収しゆう集しゆうのためには私の能のう力りよくが欠かかせないはずです」

　ルクスも前衛部隊ということになった。

　そして──

「私も前衛に参さん加かさせてもらいます。ニューテキサスのことはよく知っていますから」

　そう言ったのはシーだった。

「シーさん!?」

　心しん配ぱいそうな顔をする小樽に、シーはニッコリと微笑ほほえみかける。

「大だい丈じよう夫ぶです。私も一いち応おう戦せん士しですから」

「…………」

　それでもなお心配そうな顔の小樽を、ライムや他のセイバーマリオネットたちが複ふく雑ざつな表情で見つめていた。

（シーさんは人間だから心配されるんだよね）

　このときのライムの感情をもし小樽が知ったら困こん惑わくしてなにも答えられないだろう。

　そして、それはそう思ったライム自身もそうだった。

（ボク……こんなふうに思っちゃうなんて……）

　自じ己こ嫌けん悪お。

　それもまたライムが生まれて初めて経けい験けんする感情だった。

　ライムの動どう揺ようにも気づかず、小樽は皆に向かって叫んでいた。

「じゃあ、すぐに行動に移るぜ！　シーさん、道案内を頼たのみます」

「はい」

　歩き出したシーのすぐ後ろに続こうとした小樽を、チェリーとルクスが引ひき留とめた。

「なんだ？」

「少しお話ししておきたいことがあるんです」

「えっ？」

「ハッキングした情報の中に、気になることがありました」

「気になること？」

「約三か月前に『Ｓサンプル』が逃とう亡ぼうしたという一いつ項こうです」

「Ｓサンプル？」

「Ｓサンプル自じ体たいがなんの意味なのかはわかりません。ただ、それは金きん髪ばつに青い目の女性形けい態たいと記しるされていたんです」

「えっ!?」

　小樽は思わず前を歩くシーを見つめた。

　シーが黒いカツラと黒いコンタクトをつけている意味がそのことを指さすならば──

「Ｓサンプルってなんだ？」

　小樽がつぶやくように言ったとき、ちょうどシーが後うしろを振ふり向いた。

　黒い瞳ひとみが不ふ思し議ぎそうに小樽を見つめていた。
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　情報に記された場所は、ニューテキサスを少し出て、ウルトラキャニオンの巨きよ大だいな崖がけの下にある。

「いっ？」

　その場所までやって来たとき、小樽は拍ひよう子し抜ぬけしたように立ちつくした。

「あった……」

　そうなのだ。

　そこには。

　巨大な鉄の塊かたまりが。

　不ふ時じ着ちやくしたと思われる宇う宙ちゆう船せんの残ざん骸がいが。

「これがメソポタミア号……？」

　全長はおよそ一キロにわたるだろうか。

　船体の半分は地面にめり込んでいる。表面は錆さびてしまったのか、赤あか茶ちやけていて、当時どんな色だったか思わせる箇か所しよはどこにも残っていない。

「こんな簡単に見つかるなんて……」

　チェリーもあきれたようにつぶやいた。

「でも、最初に立てた作戦は堅けん持じしましょう。前ぜん衛えい部ぶ隊たいが近づいて、後衛部隊が様よう子すを見ます」

「そうだな。けど、その前に」

　小樽はシーのほうを向いた。

「シーさん、メソポタミア号があった以上、前衛にいる必ひつ要ようはないですよ。ここに残って……」

「いいえ。私は行きます。最初に決めたことですから」

「しかし……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、小樽さん」

　小樽とシーの会話をセイバーマリオネットたちは聞いて、またしても複ふく雑ざつな感かん情じようを湧わき起こさせていた。

　特にライムが顕けん著ちよだ。

（小樽……ボクにはなにも言ってくれないんだね）

　ライムはふさぎ込んだ顔をして、うつむいてしまう。

　そのライムの肩かたをポンと叩たたき、ティーゲルがささやくように言った。

「ライム、小樽は恋れん愛あい感情でそういうことを言ってるんじゃないのよ。気にしちゃだめ」

「ティーゲル……」

「人間はあたしたちに比くらべて弱いわ。だから……」

「……ボクも人間だったらよかったのに」

「ライム……!?」

　ライムは落ち込んだ表情のまま、以後なにもしゃべろうとはしなかった。
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　ライム、ティーゲルを先頭にルクス、シーの四人が素す早ばやくメソポタミア号に近づいていく。

　移い動どう中ちゆう、シーはティーゲルに背負われていた。

「シーさんもこれを見るのは初めて？」

「はい」

「なにかあったらあたしたちがフォローしますから」

「ありがとうございます。でも大丈夫です。戦たたかえます」

　シーは手にした銃じゆうを握にぎりしめた。

　そんな会話をライムは二人の横で聞いていた。

　聞きながらライムは思っていることがある。

（あやまらなきゃ……）

　だが、なかなかタイミングをつかめない。素す直なおにスッと言えばいいのだが、それがどうしてもできない。

（ボク……）

　ライムはスピードを上げた。

　シーの横にいづらかった。

「あ、ライム！」

「ライム、勝かつ手てな行動は！」

　ティーゲルとルクスが呼よぶ声も耳に入らない。

（ボク……ボク……）

　自じ己こ嫌けん悪おがライムの行動を乱みだしていた。そして、周しゆう囲いに対する注意力を散さん漫まんなものに変えていた。

「いけない！　ライム！」

　ルクスが叫さけんだときには遅おそかった。

「えっ!?」




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムの踏ふんだ地面がいきなり大だい爆ばく発はつを起こす。

　強きよう力りよくな地じ雷らい。

　だからこそ、ルクスほど遠方からではないにしても、ライムのセンサーもそれを捉とらえていたはずだ。

　しかし乱れた感情がその情報を消し去っていた。

「ああ……」

　ライムは地面に放ほうり出される。

　ダメージは凄すさまじく大きい。どこか動どう力りよく系けい統とうが切れたらしく、ライムはすぐに立つことができなかった。幸さいわいなことに意い識しきはまだ失うしなっていない。

「うう……」

「ライム！」

　シーを下おろし、ティーゲルが駆かけ付つけてくる。

　が、それより早く敵てきの攻こう撃げきが始まった。

　そう。罠わな。

　やはりニューテキサス軍は潜ひそんでいたのだ。

　一〇〇体を超こえると思われるマリリンが飛び出してくる。

「クッ！」

　ティーゲルはそのマリリンたちの真まん中なかに飛び込んでいった。そうやって暴あばれることで、マリリンをライムに近づけさせないための算さん段だんだった。

「ライムさん！」

「ライム！」

　シーとルクスもライムのもとに走り寄ろうとする。

　が、マリリンがその前に立ちはだかった。

「このォ！」

　そいつらにはルクスが当たった。ルクスも数十体のマリリン相手に戦せん闘とうに突とつ入にゆうする。

「ライムさん！」

　結局、ライムのもとにたどり着けたのはシーだけだ。

「ライムさん、大丈夫ですか」

「う、うん。でも、動けない」

「動力系に異い常じようがあるのかもしれません。さ、私につかまって。後うしろに下さがりましょう」

「…………」

　差し出された手を、ライムはなかなか握ることができなかった。

　シーに対して後ろめたさがあったのだ。

「ボク……ボク……」

「ライムさん……？」

　そのとき、一体のマリリンがシーの背はい後ごから急きゆう襲しゆうする。

「あぶない！」




　ドンッ！




　ライムはシーを突き飛ばしていた。

　マリリンの手しゆ刀とうの一いち撃げきは、シーのいた場所を通り抜け、ライムへと向かう。

　それをライムは動く右手で必ひつ死しにつかんだ。




　ガシッ！




　だが、マリリンにはまだ片方の手が残っている。

　そちらの手刀がライムを襲おそう。

　それに対し、やはり動力系の故こ障しようなのか、ライムの左手は動かない。

（だめ！　やられる！）

　が、思わぬ援えん軍ぐんが来た。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォッ！




　ライムに手刀を放はなったマリリンは次の瞬しゆん間かん、胴どうに大穴を開けて機き能のうを停てい止ししていた。

　やったのは──〝赤毛レーテイス・ハール〟。

「えっ!?」

　戦せん闘とうにゲルマニアの赤毛部隊が入り込んでいた。

　赤毛の数体がライムを押さえ込み、そのまま、運んでいこうとする。

「あっ、やだっ！」

「ライム！」

　ティーゲルが気づき、追おうとするが、マリリンが邪じや魔までそれもままならない。

「ライム！」

　そのころには小樽たちも駆かけ付つけてくるが、時すでに遅おそかった。

「小樽ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅッ！」

　ライムは数体の赤毛に捕とらえられ、小樽の視界から姿を消した。

「ライムッ！」

　戦場に小樽の叫さけび声がむなしく響ひびきわたった。
















第四章　民主主義の裏側













　　　　１




「ライムゥゥゥッ！」

　小お樽たるは絶ぜつ叫きようし続けていた。

　なんのかんのすれ違いがあっても、小樽にとってライムはもっとも大たい切せつな存そん在ざいだ。小樽の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさがそういった想いをいつもはなかなか表に出そうとしないのだが、こういうときには無む意い識しきのうちにちゃんと出る。

　小樽の形ぎよう相そうは危き機き迫せまるものがあった。

「ライムッ！」

　小樽はライムの消え去ったほうに走り出した。

　しかし、そちらにはマリリンが待まち構かまえている。生なま身みの人間である小樽がそこに飛び込んでいくのは自じ殺さつに等ひとしい。

「マスター、だめっ！」

　チェリーが小樽に飛びついて、必ひつ死しになって止めた。

「危き険けんです、マスター！」
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「離はなせ！　離せぇぇぇぇっ！」

　もつれ合う小樽たちめがけて、チャンスと見たのか、マリリンが爪つめをきらめかせ、一気に駆かけ寄よってくる。

「いけないっ！」

　チェリーが気づいたときには、マリリンはすでに小樽の鼻はな先さきにいた。




　シャッ！




　マリリンの手しゆ刀とうが小樽めがけて突き出される。

　が──




　バギィィィィィィッ！




　伸のびてきた手は、逆方向から飛んできた拳こぶしによって砕くだかれていた。

「おらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ブラッドベリーだ。

　ブラッドベリーの拳が迫ってきたマリリンを片かた端はしから破は壊かいしていく。

　少々ダメージを受けてもブラッドベリーは避よけようとはしない。

　それよりも一体でも多くのマリリンを撃げき破はし、小樽への危険を軽けい減げんしようとしているのだ。

「小樽、無む茶ちやするんじゃないよ！」

　別の方向から小樽を襲おそおうとしたマリリンの頭部を蹴けり飛ばし、ブラッドベリーは言った。

「やつらはまだまだいる！　あんたが飛び出したって死ぬだけだよ！」

「けど、ライムが！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　見な！」

「えっ!?」

　ブラッドベリーに促うながされ、小樽は前方を見つめた。

　そこでも戦たたかいが繰くり広ひろげられている。

　ルクスがシーを守り、飛び込んでいったパンターが片端からマリリンを投げ飛ばしている。

　そして、ティーゲルは──

「ティーゲル！　ここはオレにまかせて、さっさと行きな！」

　パンターの暴あばれっぷりは半はん端ぱじゃない。先ほどからただひたすら前進し、マリリン部ぶ隊たいに穴あなを開あけている。ブラッドベリーの戦い方と同じく、自分のほうのダメージは考こう慮りよしていない。パンターの想おもいはただ一つだった。それは──ティーゲルを前に進ませること。

「ライムを追いかけられるのはおまえだけだ！」

　ティーゲルを包ほう囲いしていた最後の一体のマリリンを豪ごう快かいに地面に叩たたきつけ、パンターが叫さけんだ。

「パンター……！」

「早く行け！　でないと小樽の命があぶないぜ！　なんせ小樽のヤツ、絶ぜつ対たいに危険を顧かえりみずに飛び出そうとするからな！」

　パンターはティーゲルに向かって、ニッと笑った。

　パンターもわかっている。小樽の性せい格かくは。そして、小樽にそれをさせるわけにはいかなかった。小樽の身の安全のためにも。

　ならばだれがライムを追う？──

　その答えがパンターのとった行動だった。

「ティーゲル！」

「礼を言う、パンター！」

　ティーゲルもまたわかっていた。ここは自分がライムを追うしかないことを。

　ライムへの母ぼ性せい愛あい。そして小樽への想い。ティーゲルの行動を決したのはその二つの愛だった。




　ドシュッ！




　最後に追いかけてきたマリリンをティーゲルの手刀が貫つらぬく。

　もはやティーゲルを止める者はいない。

　ティーゲルは駆かけた。

　その姿すがたは小樽の目にもはっきりと映うつる。

「ティーゲル……」

　小樽は祈いのるような口く調ちようでつぶやいた。もはやティーゲルに頼たのむしかない。

　小樽は信じた。今までティーゲルはいつも期き待たいに応こたえてきてくれたじゃないか──

「さあ、こっちも脱だつ出しゆつするよ、小樽！」

「ああ……」

「小樽くぅ～ん！　ボクをおいていかないでぇぇぇっ！」

　駆け寄ってくる花はな形がたの姿が小樽の目の端に入る。

　ちょうどそのときだった。

「えっ!?」

「まさか……！」




　ズガガガガガガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　視し界かいは一いつ瞬しゆんにしてオレンジになった。そのあと、赤になったか黒になったか白になったか覚おぼえていない。

　爆ばく発はつ──

　メソポタミア号が爆発した──その事じ実じつを小樽は認にん識しきすることができなかった。

　爆ばく炎えんと爆風の中で、小樽は気を失った。




　　　　２




「ふはははははははははっ！　偽にせ物ものとも知らずに食らいつきおったわ、バカどもが」

　大だい統とう領りよう執しつ務む室しつで報ほう告こくを聞いて、ジョイ・ヒューリックは実に満まん足ぞくそうに笑った。

　報告とは無む論ろん、小樽たちが爆発に巻き込まれて行ゆく方え不ふ明めいになったということだ。

「死んだな」

　ヒューリックの笑えみはますます強くなる。その笑いの意味するものは──確かく信しん。

「しかし、もったいなかったですな」

　ヒューリックのすぐ隣となりに立っていた情じよう報ほう局きよく長ちよう官かんのマッキンレーが追つい従しようするように笑みを浮うかべながら言う。もみ手はしてないが、そうしたほうが似に合あいそうな表情だ。

「せっかく造つくった偽メソポタミア号を、たかがジャポネスの小こ僧ぞうどものために爆ばく破はしてしまうとは」

　ヒューリックは上じよう機き嫌げんな表情のまま、視線をマッキンレーに向ける。その目には嘲あざけりの感情が込められていた。

「なに、我わが国くにには金はある！　それにしても……マッキンレー君、キミは情報局のトップにいながらなにも知らないようだな」

「え!?」

「彼は……間ま宮みや小樽はジャポネスにとって……いやいや、徳とく川がわ家いえ安やすにとって特とく別べつな人間なのだよ」

「はあ……？」

「彼のおかげでジャポネスがゲルマニアの侵しん攻こうから救すくわれたとか、そんなことを言ってるんじゃないよ。彼は……言ってみれば家安の切きり札ふだなのだよ」

「切り札……とおっしゃいますと？」

「女じよ性せい復ふつ活かつのね」

「えっ……？」

「家安は律りち儀ぎにもローレライとの約やく束そくを守っているとみえる。バカ正しよう直じき者ものめ」

　ヒューリックは嘲りの感情を今度は声に出した。嘲りの対たい象しようは家安だ。

「正直者はバカを見る……バカ正直者はもっとバカを見る！　もはやジャポネスはレースから脱だつ落らくした」

「レース……？」

「このテラツーの支し配はい権けんを獲かく得とくするレースだよ。〝女〟を握にぎった者がこの惑わく星せいを支配する！」

　ヒューリックの顔から笑みが消えた。

　ヒューリックは立ち上がると、周しゆう囲いの側そつ近きんに向かって宣せん言げんするように叫さけんだ。

「この星はニューテキサスが支配する！　とりあえず前面のゲルマニアを倒たおせ！　そして〝Ｓ計画〟を急ぐのだ！」

「はっ！」

　ヒューリックの迫はく力りよくに、一同は背せ筋すじを伸のばし、敬けい礼れいした。




　　　　３




　もうもうと煙けむりが立ち込めている。

　煙のわずかな隙すき間まから見えるのは巨大な穴だ。

　クレーターとまではいかなくとも、地面にぽっかりと大きな穴が開いている。それはさっきまでメソポタミア号とおぼしき宇う宙ちゆう船せんの残ざん骸がいがあったところだった。

　爆発はそれほどまでに強きよう烈れつなものだった。

　セイバーマリオネットたちも含ふくめて、当とう然ぜん生せい存ぞん者しやはなし……と思われた。事じ実じつ、あれほどいたマリリンはすべてがスクラップと化している。

　が、そうではなかった。




　ガラッ……




　爆発でできた瓦が礫れきの山の一つが崩くずれていく。

　その向こうに見えたのはセイバーマリオネットの背せ中なか──

　それはルクスだ。

　爆ばく炎えんで服は焼けこげ、ひどい有あり様さまだ。しかし、ルクスはまだ壊こわれてはいなかった。

　生きている。

　それが証しよう拠こにルクスの顔が少し上がる。

「うう……」

　声はルクスが出したものではなかった。

　ルクスの下だ。

「生きてる？」

　ルクスが言った。

「はい……」

　か細い声。

　それはシーだった。

　シーがすまなさそうな顔でルクスを見つめている。

「私をかばってくださったんですか？」

「あなたを見み殺ごろしにしたら、小樽様に怒おこられてしまうから」

「…………」

「ケガはない？」

「はい……」

「そう……なら、自分でそこからはい出てくれる？　私、実はもう動くことができないのよ」

「えっ!?」

　事実だった。

　爆発の衝しよう撃げきでルクスの身体からだはガタガタになっていた。あちこち関かん節せつは歪ゆがみ、満足に動かすことができるのは首くらいだった。

「すいません……私のために……」

「平気よ。あなたたちと違って、痛いたみは感じないわ。ただ少し不ふ自じ由ゆうなだけ。それより、早く出て」

「あ、はい」

　シーはなんとかルクスの下からはい出た。

「お願いがあるの！　センサーに反はん応のうがあるのよ。生せい命めい反応！　私の斜ななめ前方！　小樽様かどうか確かく認にんして！」

「は、はい！」

　シーは走った。

　確たしかにルクスの言うとおり、斜め前方に人の背せ丈たけほどの瓦礫の山がある。まわりが平らだというのに。

　シーはその瓦礫の山を掘ほり始めた。

「どう？」

「待ってください！」

　少々の手の痛みを無む視しして、シーは必ひつ死しに掘った。

　一五分ほど経たったころか。

「あ！」

　布ぬの地じが見える。

　服!?




　ガタッ……

　ズシャァァァァァァァァァァァァァッ！

「きゃっ！」

　いきなり瓦礫の山が弾はじけ、シーも勢いきおいで吹ふき飛ばされた。

　尻しり餅もちをつきながら、瓦礫の山のほうを見ると、そこには山の代かわりに人ひと影かげがあった。

「あ……」

　シーの目の前にブラッドベリーが立っていた。

「あたしとしたことが！　ちょっとばっかし回かい路ろが切れてたようだね」

「あたしも」

　ブラッドベリーの横で、小こ柄がらな人影も立ち上がる。

　そちらはチェリー。

「二人とも無事？」

　チェリーとブラッドベリーにルクスが声をかける。

「ええ、なんとか」

「そっちは動けねえのか」

「パンターも私の後ろに転ころがってるわ。こちらも回路が切れた状じよう況きようで……。ただ動どう力りよく系けいはわからないけど、中ちゆう枢すう回路のほうは異い常じようないみたい。そのうち気づくでしょう」

「ティーゲルは無事ライムを追いかけていったみたいだし……」

「あとは花公か。ま、あいつはこのくらいじゃ死なねえだろ」

「ところで、小樽様は？」

「マスターはあたしたちが守ったわ！」

「おうさ。ここにこうして小樽は無事…………あっ！」

　ブラッドベリーが驚きよう愕がくの声をあげる。

「……！」

　チェリーも硬こう直ちよくし、愕がく然ぜんとした表情で自分たちの倒れていた場所を見つめている。

　シーがのぞき込むと、そこには確たしかに小樽がいた。

　が、横たわった小樽の服は、胸むねから腹はらかけて、真まっ赤かに染そまっている。

　血。

「マ、マスター！」

「小樽！」

　チェリーとブラッドベリーは慌あわてて小樽の身体からだに触ふれる。

「脈みやく拍はく、心しん拍ぱく数すうともに低下中……！」

「小樽！　小樽！　オレの声が聞こえねえか!?　小樽！」

　シーは呆ぼう然ぜんと小樽の腹部を見つめていた。

　小樽の腹に刺ささっている鋭するどい金きん属ぞく片へん。

　それはどうやら爆ばく風ふうで飛ばされてきたものらしい。

　チェリーとブラッドベリーはあの爆発の中、身を挺ていして小樽をかばったが、この一片の金属片の侵しん入にゆうだけは許ゆるしてしまったようだった。

「マスター！」

「小樽！」

　小樽の意い識しきは戻もどらない。

「小樽様！　小樽様は大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ルクズも焦あせった声を響ひびかせている。

「だめ！　返事をしてくれないの！」

「小樽！　だめだ！　死なないでくれ！　小樽！」

　小樽の危き機きを前に不ふ埒らちなことかもしれないが、シーは一種の感動を胸に、その光こう景けいを見つめていた。

（マリオネットたちが泣ないている……小樽さんの身を案あんじて必ひつ死しになっている……。これは愛……女性の愛……）

　チェリーもブラッドベリーも、そしてルクスも半はん狂きよう乱らんになって小樽の名を呼び続けている。

　が、一番最初になんとか冷れい静せいさを取り戻したのはチェリーだった。

「手て当あてが必ひつ要ようよ！　それも応おう急きゆうなんかじゃなく、医い療りよう設せつ備びの整ととのったところで！」

「ニューテキサスまで戻れば……」

「だめ！　間に合わない！　もっと、もっと身近に！　ないの？　このそばに医療設備の整った場所は？」

「そんなこと言われてもさぁ……」

　二人は気がついたようにシーのほうを振り向いた。

「シーさん！」

「は、はい」

「このそばに！　少なくとも一五分以内でいける場所にありません？　医療設備の整った場所は！」

「なんかないのか！　頼たのむ！」

　シーは一いつ瞬しゆん、気け圧おされたように言葉に詰つまる。

　そして、シーの頭には浮うかんだ。このそばにある、そういった設備を持つ施し設せつのことが。

　だが、それは──

「…………あります」

　決けつ意いした表情でシーは言った。

「本当!?」

「どこだ、そりゃ？」

「私が案内しますわ！」

「わかったわ！　ブラッドベリー、マスターを揺ゆらさないように抱かかえて！」

「ああ！　ルクス、悪いがおいてく！　あとで迎むかえに来るからな！」

「構かまわないわ！　それよりも小樽様を！」

「ええ！　シーさん、お願い！」

「はい！」

　シーは駆かけ出した。

　その顔には決意と、幾いく分ぶんかの哀かなしみが浮かんでいた。




　　　　４




　ティーゲルのセンサーは逃げていく赤毛レーテイス・ハールを確かく実じつに捉とらえていた。

　無む論ろん、ティーゲルはあの大爆発のことを知っていたが、赤毛を追う足を止めることはなかった。

　小樽たちがティーゲルを信じ、ライム奪だつ回かいを任まかせたように、ティーゲルもまた仲なか間またちを信じていた。

　あの状じよう況きようで、必ず小樽を守ってくれる──と。

（この先は……海!?）

　赤毛の進しん路ろを予よ測そくし、ティーゲルは咄とつ嗟さに理り解かいした。

　海に逃のがれるつもりだ。おそらく母ぼ艦かんは海の中にいる──




　ザザァァ……




　人間よりも遥はるかによいティーゲルの耳は波音を捉えた。近い。

（母艦に入られては負けだ！）

　ティーゲルは足をさらに速めた。

　もはや赤毛の動きを確実に捉える必要はなくなった。やることはただ、一刻も早く、海に向かうこと。

「いた！」

　数分後、ティーゲルの視界の中に、ライムをかついだ赤毛たちがいた。

　岸がん壁ぺきでなにかを待っている。

「ライム！　無事か！」

「ティーゲルぅ！」

　ティーゲルの声を受けて、ライムが叫さけんだ。

　無事らしい。

　安あん堵どするティーゲルだが、その時間はきわめて短かった。




　シャッ！




　ライムをかついだ一体をのぞき、残りの赤毛がティーゲルに襲おそいかかってきたのだ。

　相手の数は全部で四体。

　左右から一体ずつ。前方から二体。

　その戦せん法ぽうをティーゲルは知っていた。

（前方の二体のうち、一体は上に飛ぶ）

　立体的な包ほう囲い。それはティーゲルがゲルマニアにいた頃ころから変わらない。

　そして、これを破やぶる手だては──




　ダッ！




　ティーゲルの予想どおり、一体が地を蹴けって飛んだ。

　その瞬しゆん間かんを狙ねらって、ティーゲルは一気にダッシュした。

　前方から来る赤毛をその攻撃範囲内レンジに捉える。

「はあっ！」




　ドシュッ！




　ティーゲルの手刀が赤毛のノドを突き破る。

　まるで人間と同じように赤毛はそこが弱点だ。そこをやられると一瞬で動きを停てい止しする。

　一体を撃げき破はすると、ティーゲルはそのまま振り向かず、踏ふみ込こんで後方に飛んだ。

　空中で大きく回かい転てんしながら、蹴りを放つ。

　人間ならば決してできない動き。セイバーマリオネットだからこそ可能なその一撃は、着地したばかりの赤毛を狙っていた。




　ドコォォォォォォォォッ！




　ティーゲルの足が赤毛の頭部を吹き飛ばす。

　間かん髪はつ入れず、ティーゲルは両手を思いっきり左右に伸ばしていた。




　ドシュッ！　ドコッ！




　伸びてきた腕うでをかいくぐり、ティーゲルの両手刀は、それぞれ左右から迫せまっていた赤毛のノドを確実に貫つらぬいていた。

　完かん勝しようであった。

　だが、勝しよう利りを喜よろこんでいる暇ひまなど、これっぽっちもない。

「ライム！」

「ティーゲルぅ！」

　ライムを抱かかえた最後の一体に向けて、ティーゲルは走った。

　しかし、そのとき──




　ザバァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　海を突き破る音が響ひびく。

　巨きよ大だいな黒くろ塗ぬりの母艦が、赤毛の向こうに現れていた。

「いけない！」

　ティーゲルは猛もう然ぜんと最後の赤毛の懐ふところに飛び込んだ。

　赤毛はライムを抱えていて、動きが鈍にぶい。




　ドシュッ！




　ティーゲルの手刀は難なんなく、その赤毛を仕し留とめていた。

（間に合った！）

　そのまま、赤毛の手を離れたライムを地面に落ちる前に抱え上げる。
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「ライム！」

「ティーゲルぅ！」

　ふたりの口から喜びに満ちた声が飛ぶ。

　ティーゲルはライムを抱だきしめていた。

　が、やはり感かん傷しように浸ひたっていられるのも一いつ瞬しゆんでしかない。

　すぐにこの場から脱だつ出しゆつしなければ──

　けれど、次の瞬間、ティーゲルは動けなくなっていた。

「……！」

　母艦の上に立つ人ひと影かげの姿を見てしまったからだ。

　浮ふ上じようした母艦の名はブランデンブルク。

　そして、その上に立ち、冷れい徹てつな視線をティーゲルに浴あびせていたのは、ファウストであった。




　　　　５




　結けつ局きよく、シーはチェリーに抱えられ、移い動どうしていた。でなければ間にあわない。

「ここです！」

　爆発現場からセイバーマリオネットたちの足でおよそ一〇分。

　チェリーとブラッドベリーは視界に、峡きよう谷こくの奥にある奇き妙みような建物を捉とらえていた。

　その外がい観かんは見事なまでに岩いわ肌はだにカモフラージュされている。おそらく二人がセイバーマリオネットでなければわからなかっただろう。

「なんだい、ここは？」

「待って……。なに、この厳げん重じゆうな警けい戒かいは？」

　チェリーのセンサーが周しゆう囲いに隠かくされた警戒装そう置ちをことごとく探さぐり当てる。

　その量は半はん端ぱじゃない。

「呆あきれた……。赤毛の一いつ個こ師し団だんが来ても耐たえられるんじゃないの？」

「おそらくそうでしょう。ここはニューテキサスにおいて、大だい統とう領りよう官かん邸ていに次つぐ重じゆう要ような施し設せつですから」

「え!?」

「けど、どうやって潜せん入にゆうする？　そんなんじゃ、強きよう行こう突とつ破ぱするのは……」

　重じゆう傷しようの小樽を抱えていては無理だ、とブラッドベリーは言いたかったのだろう。

　が、みなまで言う前にシーがある岩いわ陰かげを指さした。

「こっちです！」

「あ!?」

　そこには人がようやく通れるくらいの裂さけ目があった。




　裂け目から一行は楽々と中に潜入できた。

　その間、一個の警戒装置にも当たらなければ、だれにも会わなかった。

「よくこんな抜ぬけ道みち知ってたわねえ」

「まったくだぜ」

「……一度、通ったことがありますから」

「えっ？」

　チェリーとブラッドベリーは不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせた。ここに来てから、シーの様よう子すが変なのだ。

　どこか泣きそうな表情で歩いている。

「なるほど……自然の空くう洞どうを利用して建物を建てたのね」

　岩がん盤ばんに囲まれた扉とびらを見ながら、チェリーがつぶやいた。

　さすがにそこには警戒装置がある。が、そのくらい無む効こうにするのはチェリーにとって造ぞう作さもない。




　カチッ……




「開いたわ」

「ここからは気をつけて」

「わかった」

　意い識しきのない小樽を入れた四人はそっと扉をくぐった。

　中は廊ろう下かが続いている。

「確か、そこの小部屋にコンピュータの端たん末まつがあります。チェリーさんならなんとかできますね」

「まかせて」

　シーの言ったとおり、最初の小部屋の中に端末はあった。

　チェリーはそこからこの建物の中央メインサーバーにハッキングする。

「…………」

　様々なデータがチェリーの中に入り込んでくる。だが、解かい析せきするのは後だ。

　チェリーは警けい戒かい装そう置ちの無力化と、医い療りよう設せつ備びのある場所の特定にのみ心を砕くだいた。

「あれ、ここ……？」

　わかったことが一つあった。

　この施設そのものが巨大な医療施設だということだ。そのため、手しゆ術じゆつ室しつは無数にある。

「都つ合ごういいというか……。ブラッドベリー、真ま正しよう面めんの部屋に移うつるわよ！　大丈夫、だれもいないし、警戒装置も切ったわ！」

「よし！」

　一同は素す早ばやくチェリーの調しらべ出した部屋に入り込んだ。

　手術室だ。チェリーの言うとおりだれもいない。

　チェリーが素早く部屋の装置を動かしていく。

　様々な医療道どう具ぐとともに、壁かべにあったたくさんのモニターもスイッチが入った。

「さあ、すぐマスターの身体からだを…………あっ！」

「えっ……あっ！」

　一瞬、チェリーとブラッドベリーの二人はモニターを見て硬こう直ちよくした。

　シーは目をそむける。

　モニターに映うつし出された映えい像ぞう──それはあちこちの手術室の光景だった。

　そこでは赤ん坊や小さな子供が手術台に乗せられている。子供たちの身体に次々とメスが突き立てられ──

「なんなの……これ？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくチェリーにシーが泣きそうな表情で応こたえた。

「ここでは毎日たくさんの赤ん坊が殺されています」

「えっ？」

「人じん体たい実じつ験けん……人体改かい造ぞうの結けつ果かとして……」

「どういうことだ？」

「〝Ｓサンプル〟……それを作り出すために」

「Ｓサンプル!?」

　その名をチェリーは知っていた。そして、目の前のシーがそうであることも。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきでシーからカツラとコンタクトは消えている。

「Ｓサンプルとは……失われた性……女性のことです」

　金きん髪ぱつで青い目の少女の口は、その衝撃的な言葉を紡つむぎ出していた。
















第五章　Ｓサンプル













　　　　１




　赤い。

　いやになるほど赤い。真まっ赤かなものだけが視し界かいを覆おおっている。

　視界……？　違ちがう。視界とは自分の目から世界を見み渡わたしたときに映うつるもの。ならば、今眼がん前ぜんにあるものはなんだ？

　人の身体からだ。男。少年。……間ま宮みや小お樽たる。

　目に見えるものは間宮小樽。ならば、それを見ているオレはなんだ？

　オレがオレを見ている。

　間宮小樽。イコール自分。

　オレは間宮小樽の身体を見ている。そして、間宮小樽の身体は真っ赤に染そまっている。

　なんだ……？　どういうことだ？

　これはいったいなんだ？

　オレはオレでないのか？

　オレは間宮小樽で、ならばなぜ視界に間宮小樽がいる？







[image: ]







　しかも死にかけている？

　オレは死んだのか？

　間宮小樽は死んだのか？

「小樽！」

　だれだ、この声──

「小樽様！」

　えっ？　だれだ？

「小樽さん！」

　オレを呼よぶ声……。

　赤く染まった間宮小樽のまわりにいる女たち。

　彼女たちはなぜオレを呼ぶ？

　ブラッドベリー……チェリー……シーさん……？

　オレを呼ぶのか？

　オレにはその声が聞こえる？

　オレは生きているのか？

　生きている……。

　生きている。

　生きている！

　生きなきゃいけないんだ！

　オレは生きる！

　オレは生きるんだぁぁぁぁぁぁっ！
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　目を覚さますと顔がある。

　小樽の視界の中に顔がある。

　その顔は泣なき顔……いや、笑わらい顔。

　涙なみだは浮うかんでいるが、喜よろこびにあふれた笑えみが浮かんでいる。

　一つではない。

　二つ、三つ。

「チェリー……ブラッドベリー……シーさん……」

　小樽は顔を見て、か細ぼそい声を出した。

　自分はどうしたのか。なぜここにいるのか。小樽の記き憶おくはあやふやだったが、ただ一つだけはっきりとわかったことがある。

　自分は生きている──

「よかった……小樽様……」

「小樽ぅ……」

「小樽さん、がんばりましたね」

　小樽の顔をのぞき込む三人は、それぞれに声を出した。

　涙声。

「そうか……オレはあのとき……」

　小樽は自分の状じよう況きようをようやく思い出した。

　メソポタミア号とおぼしき宇う宙ちゆう船せんを見つけたこと──

　そこでニューテキサスのセイバーの待まち伏ぶせをくらったこと──

　そして、爆ばく発はつ──

「あれ……？」

　小樽を得え体たいの知れない不安な気持ちが襲おそう。

　自分はなにか大切なことを忘れていないか。絶ぜつ対たいに覚おぼえていなければならなかった大切なことを。

　それは──

「ライム！」

　いきなり小樽は飛び起きた。




　ズキッ！




　腹ふく部ぶを強きよう烈れつな痛いたみが襲う。

「うっ！」

「マスター、無む茶ちやです！」

「小樽！」

　慌あわててチェリーとブラッドベリーが小樽の身体を支ささえる。

「手しゆ術じゆつは終わったばかりなんです！」

「内ない臓ぞうにまで傷きずはとどいていたんだよ！　せめてふさがるまでは動いちゃだめだよ！」

　そうであった。間かん一いつ髪ぱつ、チェリーの手術の成せい功こうで小樽の命は食い止められていた。が、まだ予よ断だんを許ゆるさない状況であることに違ちがいない。

「そうか……チェリー……ブラッドベリー……おめえらに助けられたのか……」

　小樽もようやく自分の身体がどうなっているのかを理解し始めていた。

「けど、ライムが……」

「ライムのことはティーゲルにまかせておくしかありませんわ」

「小樽……あたしはティーゲルのことを信じてる！　あいつなら絶対に大だい丈じよう夫ぶさ。だから、小樽、おまえさんも信じてやってくれ」

「…………ああ。そういえば、ルクスにパンターは？」

「彼女たちも無ぶ事じです。ただちょっと合ごう流りゆうが遅おくれているだけですわ」

「あいつらも大丈夫だよ。信じられるだろ、小樽」

「ああ」

　小樽は真しん剣けんな表情でうなずいた。

「…………」

　一いち連れんの小樽とセイバーマリオネットとのやり取りを、シーはまたも感かん動どうの面おも持もちで見つめていた。

（マリオネットたちが小樽さんのことを思っているように、小樽さんもマリオネットたちのことを真剣に思っている……。これは、紛まぎれもなく、女性の愛と、女性に対する男性の愛……。これは……ニューテキサスに一番足たらなかったもの……）

　感動に浸ひたるシーを現げん実じつに引き戻したのは、小樽の言葉だった。

「ところでここはどこだ？」

　その瞬しゆん間かん、チェリーとブラッドベリーは沈ちん黙もくする。

　特にチェリーに至いたっては、哀かなしみの表情と露ろ骨こつな嫌けん悪お感かんが顔に出た。

「……？」

　小樽は不ふ思し議ぎそうにそんな二人を見た後あと、シーのほうに顔を向けた。

「シーさん、ここはどこだい？」

　シーも沈ちん痛つうな表情になっていた。

「ここは……」

　それだけ言ったきり、言葉が続かない。

　が、やがて意を決したように口を開いた。

「……私が生まれた場所です」

「生まれた場所？　じゃあ、クローン製せい造ぞう工こう場じようなのか？」

「いえ……研けん究きゆう所じよです」

「研究所？」

　小樽が怪け訝げんな表情になったとき、横からチェリーが口をはさんだ。

「シーさん、そのくらいで……」

「そうだよ。小樽の身体からだに……」

　二人のマリオネットにしてみれば、今すぐそんな話をして、小樽の身体にさわるのではという心しん配ぱいがあったのだ。

　だが、その二人をさえぎって、小樽は身を乗り出すようにシーを見た。

「シーさん、言ってくれ！　いったいここにはなにがあるっていうんだ？」

「…………」

　シーは無む言ごんで部へ屋やに並ならぶモニターのスイッチを入れた。

「……これは！」

　しばし見つめていた小樽の表情が、愕がく然ぜんとなる。

　画が面めんの向こうで、切り刻きざまれ、殺されているのは──生まれたばかりの赤あかん坊ぼう。

「ここではＳサンプル……女性を作り出すため、たくさんの赤ん坊が殺されているんです！」

　シーの口が悲ひ痛つうな声を絞しぼり出す。

　彼女は泣ないていた。

「なんて……なんてことを！」

　痛みも忘わすれ、小樽は叫さけんだ。

　はち切れんばかりの怒いかりを込こめて。
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（小樽様……）

　動けない身体で、ルクスはひたすらその名前だけを繰くり返かえしていた。

　彼女の思いは、ただ小樽の安あん否ぴを気き遣づかうことのみ。驚おどろいたことに、自みずからの身の安全ということは彼女の頭の中から完全に失しつ念ねんされていた。

「ルクス」

　自分を呼ぶ声が、彼女を現実の世界に引き戻した。

　その声の主はパンター──

「パンター、気がついたの？」

「ああ……ひでえもんだぜ。身体にガタがきて動きゃしねえ。特に腕うでは両方とも完全におシャカさ」

「でも、乙女おとめ回かい路ろに損そん傷しようがなかっただけでもよかったじゃない」

「まあな……けど、そんなことより小樽だ！　小樽は無ぶ事じか!?」

「……たぶん」

「たぶん!?　たぶんっていったいどういうことだ？」

　ルクスはパンターに、彼女が気を失うしなっている間の事じ情じようを説せつ明めいした。

　その後、二人の間にはしばしの沈黙が訪おとずれる。

「信じるしかねえんだよな……」

　ようやくパンターがポツリとそんな声を発したのは、ずいぶん時間が経たってからのことだった。

　声には、自分がどうすることもできないというようなもどかしさも含ふくまれている。できることならば、すぐにでも小樽のもとに飛んで行きたかったに違ちがいない。

「私たちにできることは待まつことだけ……」

　ルクスも辛つらそうな表情で唇くちびるを嚙かみしめた。

「…………」

「…………」

　二度目の沈黙が二人の間に訪れてからどのくらいたっただろう。




　ゴォォォォォォォォォォォォォ……

　機き械かい音おんをルクスの耳が捉とらえた。

　海の方角からこちらに向かってくる。

「これは……!?」

「どうした？」

「ゲルマニアの戦せん闘とう指し揮き車しや……『マウス』」

　マウスは全長二五メートルほどの大型のホバー装そう甲こう車しやで、『赤毛レーテイス・ハール』を一八体ほど積つみ込こむことができる。また、高度な戦闘指揮能のう力りよくとセイバーの修しゆう理り機き能のうを備そなえていることが特とく徴ちようだった。

「ゲルマニア軍が来たってわけか……」

「どうやら終わりのようね」

「そうだな」

　二人は淡たん々たんとつぶやくように言った。

　彼女たちは女性の心を持つセイバーマリオネットである以上に、軍人でもある。この状じよう況きようでゲルマニア軍を迎むかえたとき、どのような運うん命めいが待っているかは簡かん単たんに想そう像ぞうできたし、その運命を享きよう受じゆすることもできた。

「でも……」

　少し、表情を暗くらくしてルクスが言った。

「小樽様にもう一度会っておきたかったな」

「……そうだな」

　ルクスには見えなかったが、おそらくパンターも同じような表情をしていたに違いない。




　ゴォォォォォォォォォォォォ……




　二人は近づいてくる装甲車のホバー音を聞くのみだった。

　その音が大きくなるほど、自分たちの最さい期ごが近づいてきている証しよう拠こ──

（小樽様……）

　不ふ意いにルクスの頭の中に小樽の笑え顔がおが浮うかび上がった。

「…………」

　ルクスの瞳ひとみから涙なみだが流れ出ていた。

　小樽と別れたくない。けれど、もはや別れるしか道はない──

　軍人の心と、女性の心の間でルクスは揺ゆれ続けた。

　ふと、ルクスは思った。自分はいつからこんなふうに女め々めしくなってしまったのだろう。鉄てつの忠ちゆう誠せいをファウストに誓ちかっていた頃ころはこんなふうに思うことなど決してなかったはずだ。ファウストのために死ぬときは、喜よろこびにあふれ死んでいっただろう。けれど、今の自分は小樽と永えい遠えんに別れなければいけないことが悲かなしくて泣いている。

（心が弱くなった……？　ううん……幸しあわせなことが多くありすぎてしまったんだわ……）




　シュォォォォォォォォォン……




　マウスが自分たちの目と鼻の先で止まったことがわかった。

　いよいよ──

「小樽様……さようなら……」

　ルクスは声に出して別れを告つげた。

　が、次の瞬しゆん間かん、ルクスの表情は啞あ然ぜんとしたそれに変わる。

「えっ!?」

　マウスから降おり立った人物はルクスのよく知った者たちだった。

「あ、ルクス！　やっぱりルクスだ！　パンターもいる！」

「ライム！」

「ライムだって!?」

　驚おどろきの声はパンターからも聞こえる。

　ライムはルクスとパンターを抱だき起こした。

「ライム、あなた、ケガは？」

「えへへ、ティーゲルに治なおしてもらっちゃった」

「ティーゲルに？」

「ルクス、パンター！」

　マウスから降りたもう一人はティーゲルだった。

　ティーゲルの顔にはどこか哀かなしそうな、それでいてうれしそうともとれる複ふく雑ざつな表情が浮かんでいる。

「ティーゲル、いったいこれは!?」

「ティーゲル、なにがあったの？」

　二人の問いかけには答えず、ティーゲルは背せ筋すじを伸のばし、真しん剣けんな表情で言った。

「ファウスト様からのお言葉を伝える」

　その瞬間、ルクスもパンターも表情が固まった。

　ティーゲルの次の言葉が発せられるまでには少し時間を要ようした。

「…………？」

　その間、ライムは不ふ思し議ぎそうな顔で三人を見つめていた。
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　小樽は身体からだを必ひつ死しに起こし、じっとモニターを見つめ続けていた。

　目をそむけたくなるような行こう為いがそこでは行おこなわれている。けれど目をそむけるわけにはいかない。人間の蛮ばん行こうを……凄すさまじく愚おろかな行為をしっかりと目に焼き付けておかなければいけない。それは同じ人間としての使し命めいだ。

「シーさん、話しちゃくれねえか……ここで行われていることのすべてを」

　小樽はモニターのほうを見たまま、シーに言った。声には凄すごみがある。無む論ろん、その凄みはシーに向けられたものではない。けれど、シーは決して拒きよ否ひできないなにかを小樽に感じていた。

「ここは女性を人じん工こう的てきに作りだそうとしているニューテキサスの秘ひ密みつ研けん究きゆう所じよです。ここでは女性とは言わずに『Ｓサンプル』と言います。『Ｓ』というのは私の『シー』という名前と同じく『She』──彼女という意い味みから取られています」

「女性を人工的に作り出す!?　それがニューテキサスの女性復ふつ活かつの方ほう策さくか？」

「そうです……。これは研究所にいたときに聞いた話ですけれど……」

「研究所にいた？　シーさんはこの研究所にいたのか？」

　小樽がシーのほうを向く。

「…………」

　シーはコクリとうなずいた。

「私はここで作られた、準じゆん完かん成せい品ひんの第一号でした」

「…………」

　シーは辛つらそうな、苦しそうな表情をしている。そこにはおそらく思い出したくない過か去こがあるのだろう。

　小樽は気づいたようにシーから目をそらした。自分がシーを追いつめているような気持ちにとらわれたからだった。

　ふたたびモニターに視し線せんを移うつして小樽は言った。

「話を続けてもらっていいかい？」

「はい……。研究所にいたとき、私が聞いたのは、もはやクローンで人口を増ふやすことが不ふ可か能のうになるという事じ実じつでした」

「クローンでは人口を増やせない？」

「ええ……。人間の細さい胞ぼう分ぶん裂れつというものは、ある程てい度ど回数が決まっているそうです。クローンというものは、その細胞分裂が劣れつ化かした状じよう態たいで生み出されます。ですから、いつかは限げん界かいに突き当たってしまうそうなのです」

「じゃあ、人間はもう増えなくなるということか？」

　シーはうなずく。

「人間が増えなくなるということはこの星の滅めつ亡ぼうを意味します。だからこその女性復活なのです。女性を復活させ、元もと々もとの自し然ぜんな形で人を増やしていく──そのためにここニューテキサスでは生せい体たい改かい造ぞうによる女性復活を目め指ざしました。そして、女性を手に入れることは、このテラツーそのものを支し配はいすることになります」

「えっ!?」

「女性は戦せん略りやく物ぶつ質しつととらえられているのです。少なくともジョイ・ヒューリック大だい統とう領りようは……」

「戦略物質!?」

「女性を手にすることによって、その都と市しは他のすべての都市に対して優ゆう位いに立てることになります。クローンで人口が増えないことが現実のこととなれば、女性がいなければその都市は滅亡してしまいますから」

「…………」

　どこか釈しやく然ぜんとしないものを小樽は感じていた。シーの言い方では、女性にはまるで人じん権けんのない道どう具ぐのような響ひびきがある。

　そして、目の前の光こう景けい──

　確たしかに女性復活は大切なことだ。人類の滅亡がかかっているとすればなおのこと。しかし、これがニューテキサスの方ほう針しんだとすれば、小樽にしてみればとても許ゆるせる範はん疇ちゆうではない。

　シーの哀かなしみの告こく白はくはまだ続く。

「私はこの研究所で作り出された人工的な女……遺い伝でん子し操そう作さと女性ホルモンの投とう与よ、さらには肉にく体たい的てき改造の結けつ果か、擬ぎ似じ的てきな女性『Ｓサンプル』としての準完成品第一号でした」

「準完成品というのは？」

「一番大切な生せい殖しよく能のう力りよくが欠けつ如じよしていたのです。生理まではきちんとあるのですが、どうしても子こ供どもを産うむことだけはできませんでした」

「生理？」

　女性という存そん在ざいが欠落した環かん境きようで育そだった小樽にとって、それはまったく意味がわからない言葉だったに違いない。

　その言葉が小樽の口から出たとき、シーも、そしてチェリーとブラッドベリーまで顔を赤らめていた。シーは体験しそのことを知っていたし、チェリーたちは乙女おとめ回かい路ろの中にその情じよう報ほうが入はいっていた。

「子供を産む準じゆん備びが女には毎月あるんです」

「……？　わかんねえな……。ま、いいか。けど、子供を産むって……具ぐ体たい的てきになんていうんだ……その……」

　言っているうちに小樽の顔も赤くなってくる。

　子供を産むために行われること──男性しかいないテラツーでも、男性同士、それに近い行こう為いをする。そういった擬ぎ似じ生殖行為については小樽もはっきりと認にん識しきしていた。

「あ……えっと……その……」

　小樽はしどろもどろになって、シーのほうを見た。

　シーの顔から赤みは消えている。代かわりに哀しみの表情がふたたび浮かんでいた。

「シーさん……？」

「子供を産めるかどうか、私は試ためされました。毎日徹てつ底てい的てきに……。来る日も来る日もぜんぜん知らない男性と交まじわることを強きよう制せいされて……」

　小樽も、チェリーも、ブラッドベリーもなにも言うことができなかった。それがどれだけシーにとって屈くつ辱じよく的てきだったことか。

「私は隙すきを見て脱だつ出しゆつし、『自由軍フリーダム』に身を投とうじました。いつかここを破は壊かいするために！」

「…………」

　全員が口をつぐむ。

　感かん情じようが爆ばく発はつしたのか、シーは泣いていた。哀しみとくやしさ。感情と悪あく夢むの記き憶おくがシーを苛さいなんでいた。

「やろう！　オレたちで！」

　小樽が叫さけんだ。

「ここを破壊しよう！　こんなひどいこと、許ゆるしておいちゃいけない！　人間として！」

「小樽さん……」

　シーが啞あ然ぜんとした表情で小樽を見た。

「でも、マスター……今はまだ身体からだが……」

「そうだよ、小樽！　気持ちはわかるけど、あたしらにとっちゃあんたの身体のほうが心しん配ぱいだよ」

「やるったら、やるッ！」

「マスター……」

「小樽……」

「絶ぜつ対たいにやる！　今すぐにだ！」

　小樽はベッドから無む理りして立ち上がった。

「うっ……」

　激げき痛つうが走る。

「マスター！」

「小樽！」

　慌あわててチェリーとブラッドベリーが支ささえようとするが、小樽はその手を振ふり払はらった。

「オレは絶対にここをぶち壊こわしてやるぜ！」

　シーの前に来て、小樽は手を差し出した。

「やろう、シーさん！」

　シーはまだ呆ぼう然ぜんとした表情で小樽を見つめている。

　しかし、すぐに決意した表情になって、小樽の手を握にぎりしめた。

「やります！　一いつ緒しよにやってください、小樽さん！」

「ああ！」

　強くうなずく小樽を、チェリーとブラッドベリーは心配そうに見つめていた。
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　大だい統とう領りよう執しつ務む室しつで、ジョイ・ヒューリックは満まん面めんの笑えみを浮かべていた。

　彼の前にいるのは情じよう報ほう局きよく長ちよう官かんのマッキンレーだけだ。

「そうか。ゲルマニア軍が後こう退たいしたか」

「はっ」

「フフフ……ファウストはバカではないということか。力ちから押おしでは我わがニューテキサスを抜ぬけぬと見たな。持じ久きゆう戦せんとなれば我われ々われが必かならず勝つからな」

「いかがいたしますか。追つい撃げきしますか？」

「その必要はない。無理強じいをして多量の出血をするよりも、もっと楽な方法で相手を疲ひ弊へいさせたほうがよい」

「楽な方法と言いますと？」

「マッキンレー君、頭は考えるためについておるのだよ。現在のゲルマニアには突っつけばいくらでもおもしろい結けつ果かが出てくる地ち域いきが二つもあるじゃないか」

「えっ？　あ、ペテルブルクとロマーナのことですな」

「そう。両地域で抵抗組織バルチザンに援えん助じよを開始したまえ。連中の愛あい国こく心しんに訴うつたえかけて、せいぜい騒そう動どうを引き起こすのだ。その鎮ちん圧あつだけでゲルマニアは身動きがとれなくなる」

「なるほど」

「抵抗組織の連中など、金の力でいくらでも作り出せ！　何人死のうが構かまわんだろう。要ようはゲルマニアさえ混こん乱らんさせればいいのだ」

「わかりました。では、さっそく」

　マッキンレーはヒューリックの机つくえから離はなれ、ドアに向かった。

　そして、ドアのノブに手をかけた瞬しゆん間かんだった。




　ドゴッ！




「うぐっ！」

　マッキンレーがいきなり悲ひ鳴めいをあげる。

「マッキンレー君？」

　ヒューリックの目に映うつったマッキンレーの背せ中なかには腕うでが生はえていた。




　ドガァァァァァッ！




　ドアごとマッキンレーは吹ふき飛とび、床ゆかの上で動かなくなる。

「なんだと!?」

　執務室に飛び込んできたのは赤毛であった。

　数体の赤毛は部屋に飛び込むや否いなや、すぐにヒューリックめがけて飛びかかる。

「ふん！」

　ヒューリックが忌いま忌ましそうな表情を顔に浮かべ、机の上に隠かくされていたスイッチを押した。




　ズシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　床と天てん井じようからいきなり稲いな光びかりが走り、赤毛の身体を串くし刺ざしにする。赤毛は一いつ瞬しゆんにして活動を止めた。

「ファウストめ、このホワイトハウスに刺し客かくを入り込ませるとはな」

「あなたが先ほどおっしゃっていたとおり、抵抗組織の力を借かりたんですわよ」
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「むっ！」

　ヒューリックが入り口に目を向けると、そこには三人の軍ぐん服ぶく姿すがたの美女が立っていた。

　ティーゲル、ルクス、パンターである。

「ファウストの犬か!?　いや、待て……間宮小樽の連つれか!?」

　ティーゲルがヒューリックをにらみつけて言った。

「どちらでもお好きなほうを。ただ、あなたはそのどちらにとっても邪じや魔まな存そん在ざい」

「死んでもらうぜ！」

　パンターが床を蹴ける。

「まぬけ！」

　ふたたびヒューリックが机の上のスイッチを押そうとした。

「遅おそい！」

　空中でパンターは眼がん帯たいをはずしている。




　ザシュッ！




　強力な過か電でん粒りゆう子しの塊かたまりがパンターの右目から飛び出して天井を直ちよく撃げきした。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　天井に大おお穴あなが開あく。




　ズシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　遅れて床だけから飛び出した稲光をパンターはよけ、ヒューリックの懐ふところに飛び込んだ。

「死にな！」

　パンターの手しゆ刀とうがヒューリックめがけて突き出される。

　これで終わり……のはずだった。




　ガシッ！




　だが、驚おどろいたことにヒューリックの手がパンターの手刀を止めていた。セイバーマリオネットであるパンターの一いち撃げきを、生なま身みの人間であるヒューリックが受け止めたのだ。

「バカな！」

「フフ……驚いたかね！」

　そのままヒューリックはパンターを投げ飛ばす。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォン！




「クッ！」

　壁かべにパンターの身体がめり込んでいた。

「おまえは！」

　ルクスが叫さけぶ。

　ルクスの目は捉とらえていた。ヒューリックの身体が強きよう固こな金きん属ぞく製せいであることに。

　ヒューリックはニヤリと笑えみを浮かべて言った。

「我わが国には金があるのでね。最さい高こう指し導どう者しやの身体は少しばかり頑がん丈じように作らせてもらっているんだよ」

　そう言ってヒューリックが動く。

　速い。




　ドカァァァァァッ！




「クッ！」

「きゃっ！」

　ヒューリックの突き出した両腕が、ティーゲルとルクスの腹ふく部ぶを捉えていた。




　ズガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　二人の身体はそのまま弾はじき飛ばされ、ホワイトハウスの壁にさらなる大穴を作り出した。
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「よし、行くぞ」

　小樽たちは廊ろう下かに出た。

　とは言っても、小樽はまだ自分で歩くこともままならず、ブラッドベリーに背せ負おわれた状じよう態たいだったが。

　なんとしてもこの研究所を破は壊かいしようと決意した小樽たちだったが、いきなりあたり構かまわず破壊し始めるという無む謀ぼうなことはしなかった。

　そんなことをしては敵てきの抵てい抗こうを招まねくだけだし、まだ生きているかもしれない赤あかん坊ぼうやＳサンプルを巻き込んでしまう。

「集しゆう中ちゆう管かん理りセンターを狙ねらいましょう。そこさえ制せい圧あつすれば、なんとかできるはずです」

　いくらチェリーといえども、各部へ屋やにある端たん末まつでは、メインのコンピュータを支配下におくのは難むずかしい。せいぜい一部地域の警けい報ほうを切るくらいが関せきの山やまだ。

「だいたいのあたりはついているのかい？」

「ええ。それは大だい丈じよう夫ぶ。マスター、少しの辛しん抱ぼうです」

「すまん、二人とも！」

　走るブラッドベリーの背で小樽が頭を下げた。少し冷れい静せいになって考えてみて、自分がいかに無謀なことをやろうとしているかがわかったのだ。

　だが、ここに至いたってはチェリーとブラッドベリーのほうがやる気満々であった。

「なに言ってんだい、小樽！　あたしらだって腹はらが立ってたんだから！」

「そうです、マスター！　ともかくあたしにまかせておいてください！」

「ああ」

「ありがとうございます」

　最さい後こう尾びでシーもまた感かん謝しやの言葉を発していた。

「いいから、こっちよ！」

　身み軽がるなチェリーがセンサーを全開にし、先頭を進む。

　前もって端末で警けい備び体たい制せいを確かく認にんし、主おもだったところの警報を切っておいたせいか、なんの妨ぼう害がいもなく小樽たちは進んだ。

「楽らく勝しよう、楽勝」

「でもちょっと人に会わなさすぎ……」

　チェリーの表情がわずかに怪け訝げんなそれに変わる。だがそれはチェリーの取とり越こし苦く労ろうだったかもしれない。

　ちょうどそのころ、研究所の真ま正しよう面めんでは、研究所の全防ぼう衛えい力りよくを振り向けなければならないかもしれない事じ態たいが起こっていた。




「小樽ぅぅぅつ！」

　砲ほう弾だんが降ふり注そそぐ中を大きな赤いかんざしが動いていく。

　ライムであった。

　ライムが小樽たちのいる研究所に真正面から乗り込もうとしているのだ。

　研究所の全神しん経けいはそちらに向かっている。

　それにしても赤毛の一個師団にも耐えられると言われた研究所の防御設備はライム一人で混乱に陥おちいっている。

　愛の力……か──

「ボク、あやまるんだ！　あやまらなくちゃ！」

　結果的に、ライムの動きはあのゲルマニア潜せん入にゆうのときのような十分な陽よう動どうになっていた。

　これがチェリーたちに対する警けい戒かいが極きよく端たんに低かった理由であった。




「ここですわ！」

　ほとんど人に会うことも妨ぼう害がいされることもなく、小樽たちは集中管理センターへとたどり着いていた。

「中は……？」

「すいません。センサーに反はん応のうしなくて……ここの壁かべ、さすがにそういうものに対する対たい策さくがなされているようなんです」

「強きよう行こう突とつ破ぱか……よし、ブラッドベリー、降おろしてくれ」

「小樽……だけど……」

「いいから」

「…………」

　ブラッドベリーは小樽を床ゆかの上に立たせた。

　苦く痛つうのせいか、小樽はわずかに顔をしかめるが、すぐに元の表情になって、前方のドアをにらみつける。

「開あけるぜ！」

「いいや、それはあたしの役だよ！」

　小樽がドアの前に向かうよりも早く、ブラッドベリーが突とつ進しんする。

「おりやぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドガシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　ドアが弾はじけ飛び、ブラッドベリーを先頭に小樽たちは中になだれ込んだ。

　しかし、部屋の中には予よ想そうに反して、男が一人いるだけ──

　いや、もっと違う意味でその男は予想外の人物だったかもしれない。

「ようこそ」

　部屋の中央で、ニヤニヤとシニカルな笑えみを浮かべていたのはヘスであった。
















第六章　天の判断













　　　　１




　それは本当に短い信しん号ごうだった。

　しかし、受け取った側がわにすれば、それは驚きよう愕がくすべきできごとだった。

　先に連れん絡らくがあってから、実に三〇〇年ぶりのこと。すでに存そん在ざいが否ひ定ていされたと思われていたところからの便たより。

　便りの中なか身みは命めい令れいであった。

　絶ぜつ対たいに遂すい行こうしなければならない命令。

　その内容は人間にしてみれば信じられないようなもの。

　けれど、一いつ瞬しゆんの驚愕の後のち、人間でない彼女は淡たん々たんとその命令をこなした。

　今まで一度も発はつ動どうされたことのなかったその命令が、街まちを覆おおった。




　　　　２




　小お樽たる、チェリー、ブラッドベリーは相手の醸かもし出す雰ふん囲い気きに吞のまれたようにその場に立ち尽つくしていた。

　シーだけはおびえたような表ひよう情じようになっている。

　向き合っている相手はスキンヘッドの老ろう人じんで、口くち許もとにはどこか見る者を緊きん張ちようさせる笑えみを浮うかべている。得え体たいの知れない狡こう猾かつさ、とでも言えばその笑みの正しよう体たいを説せつ明めいしていることになるだろうか。

「ドクター・ヘス……」

　シーがつぶやくように言う。

「お初はつにお目にかかる。私の名はドクター・ヘス。この研けん究きゆう所じよの所しよ長ちようを務つとめている」

「ドクター・ヘス……？」

　小樽もブラッドベリーも警けい戒かいを崩くずさない中、一人、チェリーだけは怪け訝げんな表情になった。

　彼女のデータベースの中には、その名は別の国の役やく職しよくを持つ者として記き録ろくされていたからだ。

「ドクター・ヘス……ゲルマニアの科か学がく相しようと同じ名前……それに容よう姿しも……」

「ほう、ご存ぞんじか。それもまた私である」

「なにっ!?」

　警戒した声で小樽が言った。

「何者だよ、おまえは!?」

　ヘスはすぐに答えようとはしない。笑みを浮かべたまま、なにか値ね踏ぶみするように小樽を見つめている。

「ゲルマニア科学相で、ニューテキサスの秘ひ密みつ研究所所長!?　なんだ、そりゃ？」

　その態たい度どに小樽よりも先にブラッドベリーが爆ばく発はつした。

　が、それでもヘスは悠ゆう然ぜんとしたものだ。

「ふむ……」

　ヘスの口から言こと葉ばが漏もれたのは、ブラッドベリーの怒ど声せいからさらに数分が過ぎてからのことであった。

「フ……まあ、私の正体などどうでもよいではないか。それよりももっと建けん設せつ的てきな話をしよう」

「建設的な話だぁ？　けっ！　人間を実じつ験けん動どう物ぶつにしか考えないてめえらと話すことなんかなにもねえぜ！　それとも、ここでやっていることを今すぐきっぱりとやめるとでも言うんだったら、まだ聞いてやらねえこともねえがな！」

「よかろう」

「へっ!?」

　一いち同どうが驚おどろきの目でヘスを見る。中でもシーの表情は絶ぜつ句くした状じよう態たいで硬こう直ちよくしていた。

「よかろうって……行われていることを全部やめて、ここを放ほう棄きするってことか？」

「破は壊かいしてくれてかまわんよ」

「…………」

　沈ちん黙もくがあたりを支し配はいした。

　やがて、疑うたぐり深い目をして、小樽が口を開いた。

「おまえさん、なにを企たくらんでるんだ？」

「別になにも」

「ここは今までおまえさんが所長を務めていたところなんだろ!?　それをいきなり壊こわしていいなんて言われたら……裏うらがあると考えるなってほうが無む理りじゃねえかい!?」

「フフフ……まあ、そうかもしれんな」

　ヘスの笑みが強くなる。

　のらりくらりとしたヘスの言葉に、小樽は思わず熱あつくなる。

　が、前に出ようとした小樽を止めたのはシーだった。

「小樽さん、私に少し話をさせてください」

「シーさん？」

　シーはヘスのほうに向き直ると、真しん剣けんな表情で言った。

「私を覚おぼえていますか、ヘス所長」

「Ｓサンプル─１ワンか。無む論ろん、覚えている」

「私はようやくここに戻もどってきました。ここを破壊するために！」

「ふむ……」

「しかし、あなたはここを破壊してもいいと言う。それは、もはやここが必ひつ要ようないということ……つまり、Ｓサンプルが完かん成せいしたということですか!?」

「あ！」

　小樽は思わず声を出した。

　Ｓサンプルの完成──つまりは女性の復ふつ活かつ。

　確たしかにヘスの唐とう突とつとも言える態度も、裏にそんな事じ実じつがあれば、ある程てい度ど納なつ得とくもいく。そしてそれは、この惑わく星せいテラツーの各国家間のパワーバランスを大きく変えるものであり、小樽の現在の任にん務むにも少なからず影えい響きようしてくる。

　だが、ヘスはあっさりと首を振ふった。

「それはない」

「えっ!?」

「ジョイ・ヒューリックの企みは失しつ敗ぱいしたということだ。この星のある者の判はん断だんでそれは否ひ決けつされた。ともかく、ここでのことはすべて終わったのだ。私にとって」

「ある者……？　だれ、それ？」

　一いち同どうは前にも増まして疑ぎ問もんの表情でヘスを見つめる。

　そのときだった。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




「うっ！」

　凄すさまじい音がして、ヘスの真ま横よこの壁かべが吹ふき飛とんだ。

「小樽ぅ！」

　大おお穴あなを開あけて、入ってきたのはライムだ。

「ライム！」

「小樽ぅ！」

　ライムは小樽に抱だきついていく。

「ライム！　無ぶ事じだったのか、ライム！」

「うん！　うん！　小樽、ごめんなさい、ごめんなさい！」

　小樽の腕うでの中で、ライムはひたすら謝あやまっていた。小樽に会ったら最初に言おうと思っていたのがその言葉だ。

　小樽と引き離はなされてライムが思ったこと。それは自分にとって小樽がいかに大たい切せつな存そん在ざいか。自分の心に占しめる小樽の大きさ。

「謝らなくてもいいよ……謝らなくても……」

　小樽はライムの頭を撫なでながら、そうつぶやき続ける。

　すでに小樽の中でライムに対しての怒いかりなど微み塵じんもなくなっていた。たとえ残っていたとしても、最初の言葉ですべてが消きえ失うせていただろう。

「…………」

　割わり込こんではいけない時間とわかっていたためか、チェリーもブラッドベリーも黙だまって二人を見つめていた。うらやましさと軽い嫉しつ妬との入り混じった表情で。

　そしてそれはシーも同じであった。

（小樽さんとライムさん……二人の再さい会かいを黙って見守っているセイバーマリオネットたち…………とても入り込めないわね、私は……）

　シーは顔をそむけるように壁のほうを向く。

「……！」

　そのとき、シーの目に驚おどろくべき光こう景けいが飛び込んできた。

　ライムが壁を壊こわしたことに対する思わぬ副ふく産さん物ぶつ。

　ヘスが倒たおれた壁の下した敷じきになっていた。
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　ガラガラ……




　崩くずれた瓦が礫れきがティーゲルの顔にかかる。

　続いて迫せまる凄すさまじき殺気──

「クッ……」

　次の瞬しゆん間かん、ティーゲルは立ち上がっていた。

「遅おそい！」




　ガシィィィィィィィィィィィィィッ！




「ぐうっ！」

　伸のびてきた腕うでがティーゲルの首をつかんでいる。

　ジョイ・ヒューリックの腕だ。

「ふははははははははははははははははっ！　天下に名だたる間ま宮みや小お樽たるのセイバーマリオネットもこうなると形かた無なしだな！」




　ミシ……ミシ……




　首がいやな音を立て始める。

　悲ひ鳴めいはない。

　首を折おられれば確たしかに機き能のうは停てい止ししてしまうが、人とは違ちがい、痛いたみを感じているわけではないため、行こう動どうに支し障しようはない。

「このッ！」

　ティーゲルが、手しゆ刀とうに蹴けりを続けざまに放はなった。




　ドカッ！　ドゴッ！




　そのどちらもまともにヒューリックの身体からだにヒットするが、彼は気にしたそぶりすら見せない。

　事じ実じつ、彼はなんのダメージも受けていなかった。

「ふははははは……無む駄だだよ、その程てい度どではね」

「ティーゲル！」

　ようやく起き上がったルクスとパンターがヒューリックに向かうが、その動きにいつものキレがない。

　先の爆ばく発はつのダメージがまだ完全に回かい復ふくしていないのだ。ティーゲルが彼女たちに施ほどこしたのはあくまで応おう急きゆう処しよ置ちであり、そこがヒューリックの攻こう撃げきで、ふたたび傷きずついたようだった。




　ヒュン！　シャッ！




　ヒューリックに向けて二人の手刀が放たれるが、やはり遅い。

「ふははははははははははっ！」

　ヒューリックはティーゲルをつかんだまま、余よ裕ゆうでかわす。

　そして、そのままティーゲルの身体を振ふり回まわし、ルクスとパンターの二人に激げき突とつさせた。




　ドガシャァァァァァァァァァァァァァン！




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「ぐっ！」

　セクサドールズたちは凄まじい勢いきおいで床ゆかに叩たたきつけられた。

「ふはははははははははははははは、私は無む敵てきなのだよ！」

「クッ……！」

「もはや私が手を下すこともあるまい。あとはマリリンにいたぶらせることにしよう。私はゆっくりと見けん物ぶつさせてもらうよ」

　冷つめたく笑えみを浮うかべたまま、ヒューリックが壁の一いつ角かくにあるボタンを押した。

　次の瞬間、たくさんのマリリンが執しつ務む室しつに流れ込んで…………来なかった。

　代かわりに入ってきたのは数体のクリーガァⅡ──赤毛であった。

「なにっ!?」




　ヒュン！　シャッ！　シャッ！




　赤毛はいっせいにヒューリックに飛びかかった。

「おのれっ！」

　ヒューリックは赤毛の攻撃を避よけようともせず、そのまま集団に向かって飛び込んでいく。




　ドガッ！　バキィィィィィッ！




　己おのれの頑がん丈じようさに絶対の自信があるのか、赤毛の攻撃をまともに受けることを厭いとわない。そして、彼自身の拳こぶしは彼女たちの胸むねや顔を確実に貫つらぬいている。

「ちっ、どうなっている!?」

　吐はき捨すてるように言いながら、ヒューリックはふたたび壁のボタンを押した。

　だが、やってきたのはやはり赤毛であった。

「バカな……!?」

　ヒューリックは迫せまってきた赤毛の顔を無む造ぞう作さにつかんだ。




　グシャッ！




「これはどういうことだ？　なぜマリリンは来ない？」

　怒いかりにまかせて赤毛の顔をつぶしながら、彼は怒ど鳴なった。

「くそっ！」

　ティーゲルたちを無む視しし、そのまま執しつ務む室しつから外に出る。

「な……！」

　ヒューリックの視し界かいに飛び込んできたのは、まるで動どう力りよくが切れたように床に転ころがっているマリリンの姿すがたと、自分に向かって迫ってくる無数の赤毛たちだった。
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「いったいこりゃどうなってんだ!?」

　顔に困こん惑わくの表情を浮うかべ、怒鳴っているのは、『自由軍フリーダム』のステーク・パウンドも一いつ緒しよであった。

　彼の場合も、ただ怒鳴っているだけではいられなかった。




　ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダッ！




　彼の丸まる太たのように太い腕うでは、対マリオネット重じゆう機き関かん銃じゆうを撃うち続けている。

　相手はずっと戦たたかってきた政せい府ふのマリリンではない。

　まったく別の者たち。侵しん略りやく者しや。ゲルマニアの赤毛たちであった。

「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　悲ひ鳴めいが響ひびき、ステークの横にいた兵へい士しが倒たおれ込んだ。

　彼の胸は赤毛の手刀に貫かれている。

「このォ！」




　ズダダダダダダダァァン！




　至し近きん距きよ離りで赤毛に向けて重機関銃を乱らん射しやする。

　赤毛は全身に弾たまを受けて、地面に転がった。

「はあはあ……はあはあ……」

　凄すさまじい反動を持つ対マリオネット重機関銃は、ステークの体力を著いちじるしく奪うばっていた。




　カチ……カチ……




　ちょうど弾も切れ、トリガーの空音が虚むなしく響きわたる。

「くそっ！　いったいなぜこんなことになっちまったんだ!?」

　叫さけんだ声は先ほどよりも悲ひ壮そう感かんにあふれていた。

　今や、ステークのまわりで立っている者はだれもいない。

『自由軍』はこのときすでに壊かい滅めつしていたのだ。

「…………」

　感かん情じようあふれるこの男は、仲なか間まの死体をどうにもやり切れない表情で見み下おろした。

　顔を上げると、街のあちこちにマリオネットが倒れているのがわかる。すべてニューテキサスのマリオネットだ。

　自分たちに倒されたのでも、ましてやゲルマニアに倒されたのでもない。

　ほんの数十分前に勝かつ手てに倒れていったのだ。それもまったく同時に。

「…………」

　かつて小樽がジャポネスを救すくったときの話をステークは伝つたえ聞いていた。

　敵てき国こくに乗のり込こみ、その中央コンピュータを破は壊かいすることで、ジャポネスに侵しん攻こうしていたゲルマニア軍の赤毛たちをすべて使用不能に陥おちいらせたという、その英えい雄ゆう的てき行こう為いを。

　なぜそんなことが可か能のうだったかといえば、ゲルマニアが自国のセイバーを軍事コンピュータで一いち元げん管かん理りしていたからだ。

　それと同じことが起こったのか──一時はそう思った。

　しかし、ステークのつかんでいる情じよう報ほうによれば、政府はマリリンたちにそういった処しよ置ちを施ほどこしていない。

　どこか一か所を破壊すればすべてのマリリンが停てい止しする──そんなことはあり得ない。

　が、この状じよう況きようはどうだ。

　軍の正式セイバーであるマリリンばかりではなく、各かく家か庭ていで使われている一いつ般ぱんのマリオネットまですべて機き能のうを停止している。

「…………」

　ティーゲルたちのせいか？

　ステークがティーゲルたちを官かん邸ていに導みちびいたのは、彼女たちが狙ねらうヒューリック暗あん殺さつを機き会かいに一気に『自由軍』本来の目的を達たつ成せいしようと思ったからである。

　ヒューリック暗殺と同時に官邸やテレビ局を占せん拠きよし、新政府の樹じゆ立りつを宣せん言げんする──

　無む論ろん、ゲルマニアに降こう伏ふくするわけではない。降ふりかかった火ひの粉こは払はらわねばならぬ。ゲルマニアとの戦せん争そうは続け、そして、勝つ。

　薔薇ばら色いろとまではいかないまでも、かなり明るい未み来らいがそこにはある──

　それはなんと稚ち拙せつで脳のう天てん気きな見通しであったことか。




　ドドドドドドドドドドドドドドドド……




　遠くでなにかが崩くずれる音がする。

　ただの破壊音ではない。

「…………」

　ステークの視界の中で、ニューテキサスのシンボルが消えようとしていた。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　轟ごう音おんとともに『自由の男お神がみ』は瓦が礫れきの山と化した。

「ちっ……」

　ステークは舌した打うちをしながら、軍用ナイフを取り出した。今やステークに残された武ぶ器きはそれだけだ。




　ガシャッ……




　いつの間にか、ステークは数十体の赤毛に囲かこまれていた。
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　怒ど鳴なり声こそ上あげなかったが、同じような思いはニューテキサス郊こう外がいまで侵しん出しゆつしてきたファウストにもあった。

　突とつ如じよマリリンが動きを止め、赤毛たちは難なんなく戦せん線せんを突とつ破ぱする。

　その後の動きはまるで徒と競きよう走そうを見るようなものだった。

　赤毛たちはだれにも邪じや魔まされずに楽らく々らくとニューテキサスにたどり着き、そのまま市内に突とつ入にゆうしていた。

（ティーゲルたちか……？　……いや、そうではあるまい）

　ファウストもニューテキサスがマリオネットの集しゆう中ちゆう管理方ほう式しきをとっていないことは知っている。

　ティーゲルたちに期き待たいしたのもあくまでジョイ・ヒューリックの暗殺で、さらに言ってしまえばそれは陽よう動どうでしかない。

（ヒューリックの罠わなか……しかし、ニューテキサスにまで引き込むことになんの意味がある？）

　市内に相手を引き込んでゲリラ戦を行うという戦せん法ぽうは、ニューテキサス的にはひどく不ふ経けい済ざいなことのはずだった。

「めずらしくお悩なやみのようですな」

　沈ちん思し黙もつ考こうしていた総そう統とうに声をかける──数多くのゲルマニア人において、そんな大だい胆たんなことができるのはただ一人しかいない。

「ヘス」

　振ふり返かえりもせず、ファウストはその名を呼よんだ。

　ファウストの背はい後ごで、スキンヘッドが軽く一いち礼れいしている。

　ゲルマニア科か学がく相しよう、ドクター・ヘス。口くち許もとにはあいかわらずの笑えみが浮うかんでいた。

「キミはこの事じ態たいをどう考える？」

「喜よろこぶべきことですな。天が閣かつ下かに勝しよう利りを与あたえようとしている」

「天……か」

「そうです。報ほう告こくによればニューテキサス市内のすべてのマリオネットは活かつ動どうを停てい止ししています。まさに天の与えてくれた時ですな」

「…………」

「ヒューリックのほうはティーゲルたちが始し末まつするでしょう」

「ティーゲルたちがこの事態をもたらしたのではないな」

「直ちよく接せつ的には」

「直接的には……？」

「はい」

「…………」

　ファウストはじっとヘスの顔を見た。

　鋭するどい視し線せんをヘスはものともせず受け止めている。その顔から例れいの笑みが消えることはない。

「天とはだれのことだ、ヘス!?」

「閣下もご存ぞんじでしょう」

「…………」

「彼女のことですよ」

「…………」

　表情を変えず、ファウストはヘスに背を向けた。

「全軍をニューテキサスに突入させろ！」

　ファウストの声に艦かん橋きようの士し官かんたちは背せ筋すじを伸のばした。

「勝利は間ま近ぢかですな」

　ヘスは笑みをますます強くし、満まん足ぞくそうに自分たちの独どく裁さい者しやを見つめていた。
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「オリジナルが目め覚ざめた……？」

「どういうことや？」

「途と切ぎれていたメソポタミア号からの信号を今感じたの。メソポタミア号のすべての機き能のうは生きている」

「なぜ今、この時じ期きに？」

「おそらく……小樽がそばに近づいていったからだと思う」

「小樽が……」

「オリジナルの自じ我がが目覚め、彼女はすべてのことを知ったはず。それであんな命めい令れいを……」

「あんな命令……？」

「ジョイ・ヒューリックはやりすぎたわね」

「彼女の恐おそろしさをジョイ・ヒューリックは知る……」

「でも……」

「でも？」

「それは人じん類るいを助けることではないわ。ジョイ・ヒューリックのやっていたことは決してほめられたことではなかったけれど、それでも成せい功こうすれば人類を存そん続ぞくさせることはできた」

「…………」

「残ったのは二人……小樽とファウスト……」

「…………」

「………」

「……」

「…」
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「お、おい！」

　小樽たちは壁かべの下した敷じきになっているヘスに駆かけ寄よっていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　驚おどろいたことに、ヘスはそんな状じよう態たいでも笑みを浮かべていた。

「だめだろう、おそらく」

「いっ!?　だったらなおのこと、早く手て当あてを……」

「かまわんよ。すでにニューテキサスでの私の使し命めいは終わっている。どちらにしても死ぬつもりだったのだから」

「なにを？」

「私一人いなくなろうと、私の活かつ動どうに支し障しようはないということだ」

「なにを言ってるんだ？」

　スッとヘスの顔から笑みが消える。

　ヘスは冷つめたい表情で小樽を見つめるとポツリとつぶやいた。

「人にはなんとしても達たつ成せいしなければならないことがある。おまえにもあるだろう、間宮小樽」

「あ、ああ」

「私にもある。私はそのために生まれ、そのために死んでいく。そういうことだ」

　ふたたびヘスの顔に笑みが戻もどる。

「そろそろここにジョイ・ヒューリックがやってくる」

「えっ!?」

「ゲルマニアの機き甲こう部ぶ隊たいがニューテキサスを占せん領りようしたころだ。ヒューリックが逃のがれる場所はここしかない」

　その言葉にシーが顔を強こわ張ばらせる。

「ゲルマニアがニューテキサスを占領したって？　それは……!?」

「ジョイ・ヒューリックは見み捨すてられたのだ。仕し方かたがない」

「だれに見捨てられたっていうんだ、いったい？」

「……ローレライ」

「ええっ!?」

　そのときだ。




　ダン、ダン、ダン、ダン、ダンッ！




　けたたましい足音とともに入り口に現れた男がいた。

「おまえは……！」

　服ふくは銃じゆう痕こんや爆ばく発はつにさらされたせいでボロボロになっている。いや、服だけではない。顔などの肉体が露ろ出しゆつしているところでは、皮ひ膚ふすらベロンと剝はがれ落おちていた。しかし、その下に見えたのは光こう沢たくのある金きん属ぞく──

「ジョイ・ヒューリックか!?　もしかして……！」

　ヒューリックは血ち走ばしった目で室内を見回して言った。

「ほほう！　この三さん文もん芝しば居いのもう一人の主しゆ人じん公こうはここにいたか……間宮小樽！」

　その嫌いやみには強きよう烈れつな怒いかりがこもっている。

「私のニューテキサスになにをした、間宮小樽!?」

「オレが知るか！」

「ニューテキサスのすべてのマリオネットは活動を停てい止ししてしまった。私が……この私が破は滅めつするとは……ふはははははははははははははははっ！」

「すべてのマリオネットが活動を停止した……？」

　小樽の頭の中で先ほどのヘスの声が響ひびく。




『ジョイ・ヒューリックは見捨てられたのだ……』

『ローレライ』




「ローレライに見捨てられたって、マリオネットのことか……？」

「ローレライだと！」

　小樽のつぶやきを耳にして、ヒューリックの顔に驚おどろきの表情が浮かぶ。

「ローレライ……ローレライだと……!?　まさか……まさか……そんなことが……！」

　愕がく然ぜんとヒューリックは叫さけんでいた。信じられないという気持ち。そして、そんなことは断だんじて認みとめたくないという気持ち。

　だが、次の瞬しゆん間かん、ヒューリックは笑い出していた。狂ったように。

「ふははははははははははははははははははははははっ！　そうか、そういうことだったのか！　オレは結けつ局きよく、ヤツの手の上で踊おどっていただけか！」

「どういうことだ!?」

「結局、マリオネットはすべてローレライの下僕だったというわけだ！」

　直後、シーに気づき、そちらを向く。

「逃げ出したＳサンプルか……おまえを作り出したことがローレライを怒おこらせたとでもいうのか!?　それとも……」

　今度は小樽のほうに向き直る。

「間宮小樽……おまえを殺そうとしたことがローレライを怒らせたとでもいうのか!?」

　すでにヒューリックは正せい常じような状態ではなかった。目には狂きよう気きの光が宿やどっている。

「オレだけでは破は滅めつせんぞ！　おまえたちも道みち連づれだ！　殺してやる！　殺してやるぞ！　ローレライの思い通りにはさせん！」




　シャッ！




　ヒューリックがいきなり跳ちよう躍やくした。その両りよう腕うでは小樽とシーに向かって伸のばされる。

「なにっ!?」

「きゃっ！」

「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ライム、チェリー、ブラッドベリー──三人のセイバーマリオネットの動きが一いつ瞬しゆん遅おくれた。

「小樽！」

　このままでは小樽とシーはヒューリックの拳こぶしの前に散ちる。

　が、三人よりも早く、ヒューリックの背はい後ごに降おり立たつ影かげがあった。




　ドゴッ！




「うっ！」

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきにヒューリックがわずかに体たい勢せいを崩くずす。

　そのため、かろうじて小樽とシーは難なんを逃れることができた。まさに紙かみ一ひと重えであったが。

「貴き様さま！」

　ヒューリックの邪じや魔まをしたのはティーゲルだった。ルクス、パンターの姿も見える。

　ヒューリックを追って、彼女たちもまたここまでやってきたのだ。

「ティーゲル！」

「無ぶ事じか、小樽！」

「あ、ああ」

「わっ、ティーゲルだ！　ティーゲル、ティーゲル！」

「みんな気をつけろ！　そいつはマリオネット以上の戦せん闘とう力りよくを持っている！」

　ヒューリックが吠ほえた。

「貴様ら、皆みな殺ごろしだ！」

　ヒューリックはそのままセイバーたちに向かって飛びかかっていく。

　そのとき、小樽の耳に飛び込んでくるかすかな声があった。

「ヒューリックの頭を狙ねらえ。脳のうだけは生なま身みのままだ」

　ヘスの声──

「みんな、頭だッ！」

　小樽が叫さけんだ。

　ヒューリックはその小樽を視界にとらえる。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「だめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　飛び出したライムがヒューリックと空中で交こう錯さくする。







[image: ]







　ヒューリックの拳をかわし、ライムの手は彼の頭にぶち当たった。




　ガキィィィィン！




　けれど、硬かたい。

「私は不ふ死じ身みだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「そうかい！」

　気がつくと、六人のセイバーマリオネットすべてがヒューリックを囲かこんでいる。

　そして全員の拳がヒューリックの頭を殴なぐりつけていた。




　ガン、ガン、ガン、ガン、ガン、ガガガガガガガガガガガガガンッ！




「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　数千発のパンチがヒューリックの頭に当たる。

「う…そ……だ……」

　結けつ局きよく、装そう甲こうを破は壊かいすることはできなかった。けれど、ヒューリックの身体からだは床ゆかに倒れていた。

　目から光が消えた……。

「いくら外身が硬くても、中はその衝しよう撃げきに耐たえられなかったようだな」

　ブラッドベリーがつぶやくように言った。

　脳のう味み噌そが外がい郭かくにぶつかる衝撃に耐えられなかったというわけだ。硬い外がい皮ひはそのまま棺かん桶おけと化した。

「…………」

　小樽とシーは無む言ごんでそのヒューリックの死体を見つめている。

　シーがポツリとつぶやいた。

「ニューテキサスはこれで終わり……」

　そのころ、壁かべの下でヘスもまた冷たくなっていた。
















終章　エステルの勝利













　　　　１




「主しゆ要よう施し設せつはすべて確保いたしました。ただ今より残ざん敵てきの掃そう討とうに移ります」

　参さん謀ぼうを務つとめる士官の言葉に、ファウストはなんの表情も浮うかべなかった。

　ニューテキサスを占せん領りようするのに要した時間はわずかに一〇時間。一日に満たない時間で作戦が完かん了りようしたこともファウストを喜よろこばすに至いたっていない。

「…………」

　むしろファウストは不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを嚙かみしめていた。

　今回の勝利はファウストにとって与えられたという思いが強い。自みずから勝ち取ったのではなく、施ほどこされたという事実は、プライドの高いファウストにとって到とう底てい容よう認にんできるものではなかった。

「…………」

　ファウストの頭に浮かぶのはヘスの言葉──




『彼女のことですよ』

　彼女──すなわち、ローレライ。

（ローレライが私に勝利を施したということか……いや、ジョイ・ヒューリックを見み捨すてたということだ。私を勝利者にしようと考えたわけではあるまい……）

　自らをも上回る力。それを持つローレライという存在が、この瞬しゆん間かんほど疎うとましく思えたことはない。

　ファウストははっきりとローレライを憎ぞう悪おしていた。

（すべてはローレライの掌てのひらの上というわけか。くそっ……）

　ファウストの怒りに周しゆう囲いの者はだれ一人、近寄れずにいる。否いな。一人、近ちか寄よっていく者がいた。彼が。

「閣かつ下か」

「…………」

　ファウストは怒りの視線をその声の主に浴あびせる。そこには、普通の人間ならば気絶してもおかしくないほどの圧あつ迫ばく感かんがある。

　けれど、彼はひるみもしなかった。

「閣下、メソポタミア号の位置は無事確認できました。めでたいことですな」

　相変わらずの笑みを浮かべ、ヘスは淡たん々たんと言った。

「…………」

　ファウストはわずかに視線を和やわらげる。その報告は幾いく分ぶんかはファウストの怒いかりを抑おさえたようだった。

「ジョイ・ヒューリックは逃とう亡ぼうした模も様ようです。彼の身体からだは脳のう以外、すべて機械に変えていたという報告もあります」

「かまわぬ。もはやヤツになにができよう。せいぜい他の都市に亡ぼう命めいするのが関せきの山やまだ」

「あと、このニューテキサスの反政府組織『自由軍』の指導者であるステーク・パウンドの死を確認しました」

「…………」

　ファウストはそちらの報告にはなんの感かん慨がいも持たなかった。それよりもファウストには気になることがあった。

「ヘス、間ま宮みや小お樽たるはどうした？」

「逃げました」

「…………」

「現時点で市内のどこにも見つかっておりません。しかし、閣下」

　ヘスは笑みを強くして言った。

「間宮小樽とはメソポタミア号で逢あうことになりましょう」

　ファウストは思わずヘスをにらみつける。

　それでもヘスの顔からあの笑みが消えることはなかった。




　　　　２




　秘ひ密みつ研けん究きゆう所じよは炎えん上じようしていた。

　ヘスの死とともに研究所の各所が爆ばく発はつしたのだ。

　ヘスの身体からだも燃もえていた。ニューテキサスのヘスは、その死とともにすべてを闇やみに葬ほうむるつもりであったのか。

「…………」

　火に包つつまれた研究所を小樽たちは無言で見つめていた。どの表情も硬かたい。

　研究所で実験材料とされていた赤あかん坊ぼうは結局一人も助けることができなかった。その事実が小樽の気持ちを暗あん澹たんたるものにしている。

　ただ一つの朗ろう報ほうは、脱出時にチェリーがメインコンピュータへのアクセスを成功させ、メソポタミア号の真の位置が判明したことだった。

「小樽さん、なにもかもありがとうございます」

　シーがそう言いながら、小樽に深ふか々ぶかと頭を下げた。

「シーさん……オレはなにもできなかった」

「そんなことありません。現に研究所は破は壊かいされましたし、ジョイ・ヒューリック大統領の天下も終わりました」

「けど……」

　このとき、すでに小樽たちにもわかっていた。ニューテキサスがゲルマニアの占せん領りよう下かにあることが。

「小樽さん、すべてを背せ負おおうとしないでください」

「えっ？」

「小樽さんにはやることがあるでしょう。私のような者ではなく、真の女性を復活させるという大切なことが。一人でなにもかも背負おうなんて欲よく張ばりすぎですよ。ニューテキサスのことは私にまかせてください」

　シーが微笑ほほえんだ。

「シーさん……」

　すべてが吹ふっ切きれて心が軽くなったわけではない。それでも、その笑みが小樽の心を力づけたのだけは間違いない。

「私、ニューテキサスに残ります」

「えっ!?」

「あそこが私の故こ郷きようですから。大だい丈じよう夫ぶです。どんな状態になっていようと、生き抜いてみせますから」

　シーの顔から笑みが消え、決意の表情が浮かんでいた。

「危険すぎる！　オレたちと一緒に……」

　シーの決意の強さはわかっている。それでも小樽は叫ばずにはいられなかった。

「ありがとう、小樽さん。でも、私は私の生きてきた意味を全まつとうしたいんです」

「シーさん……」

「小樽さんにだってまだまだ大変なことが残っているじゃないですか。私のほうはそれに比くらべればずっと楽です。ただ生き抜けばいいんですから」

「シーさん……」

　シーはふたたび微笑んでいた。

　そのとき、小樽とシーのやりとりを聞いていたマリオネットたちの間から、一人前に出たものがいる。

　ライムだった。

「ごめんなさい」

　ライムはシーの前まで行くと、地面に着きそうなほど頭を下げた。

「ボク、シーさんに悪いことしちゃって……ごめんなさい。本当にごめんなさい」

　そんなライムをシーはスッと抱だきしめる。

「ライムさん……あなたは人間よ」

「えっ!?」

「ジョイ・ヒューリックは人間だったのに身体を機械にして、そして最後は心まで冷たい機械になってしまっていた。けれど、あなたは……いえ、あなたたち乙おと女め回かい路ろを持つマリオネットは違う。人を愛する心を持っている。身体は機械でも、心は人間そのものよ」

　抱きしめられたライムも、そして、見ていたチェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンターも、さらに小樽も、そのシーの言葉を嚙かみしめていた。

　人を愛する心。身体は機械でも、心は人間──

　別わかれ際ぎわ、シーが小樽にそっとささやいた。

「小樽さん……あなたのこと、好きだった」

「シーさん……！」

「でも、あなたは彼女たちのことを見ていてあげないとだめ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんな浮うわ気き者ものは嫌きらわれてしまうわよ」

「いや、その……」

　小樽は困こまったように顔を赤らめた。

　シーは最後まで微笑んでいた。




「小樽、シーさんに最後、なにを言われたの？」

　手を振っていたシーの姿が見えなくなってからしばらくして、ライムが不安そうな表情で小樽に聞く。

「ライム……それに……」

　見れば、全員がそんな表情で小樽を見ている。

　少し前の小樽ならば、その表情の意味がまるでわからなかっただろう。

　けれど、今ならわかる。

「ライムや、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンター……全員大切にしろって言われたんだよ」

　ようやく小樽の顔に笑みが浮かんだ。

　つられたようにセイバーマリオネットの顔にも微笑ほほえみが浮うかぶ。

「チェリー、メソポタミア号の位置は？」

「北のニューアリゾナ砂さ漠ばくのど真ん中です、マスター」

「よし、そこめがけて急ぐぞ！」

「オーッ！」

　いつの間にか返事をするセイバーマリオネットたちの中に、花はな形がたの姿が混ざっていた。







　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅹ








花形「あれ？　あれ？　あれれ？　だれもいない？　おーい、小お樽たるクゥ～ン！　小樽クンてばぁ！　愛するマイハニー！　どこ行っちゃったの、ねえ？　それにポンコツマリオネットどもも？　おーい、ポンコツ、ポンコツ、ポンコツー！」

ブラッドベリー「うるせぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　　ＳＥ（ドカッ！）




花形「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

ブラッドベリー「ったく、大げさに吹ふっ飛とぶな！　不ふ死じ身みのくせして！」

花形「ごもっとも。けど、なんでだれもいないのさ？　せっかくの座ざ談だん会かいの時間だっていうのに！　ボカァ、今回出番少なかったんだ。ここで取り返さなくって、いつ取り返すってんだい？」

ブラッドベリー「無ぶ粋すいなヤツだな！　ちょっとはＴＰＯってもんを考えろ！」

花形「ＴＰＯ？　とっても（Ｔ）ポリリンな（Ｐ）おじさん（Ｏ）？」

ブラッドベリー「アホッ！　そんな気き色しよく悪いこと言うなッ！　あんなハードな話のあとでこんな脳のう天てん気きな座談会には出られないってことだよ！」

花形「え～っ、ハード!?　小樽クンにはそんな趣しゆ味みが……」

ブラッドベリー「バカ、違うっての！　花はな公こうって、本当に自分本位なヤツだよな」

花形「それがボクのいいところじゃん！　この花形美み剣つるぎはハードなストーリーの中の一いつ服ぶくの清せい涼りよう剤ざい！　ディス・イズ・花形！　花形・イズ・永遠のチャンピオン！　イズは温泉ってか！」

ブラッドベリー「はいはい、勝かつ手てにやってろ。もう付き合いきれねえ」

花形「あ、あれ？　おーい、ブラッドベリー？　帰っちゃうの？　おーい！」




　　ＳＥ（ヒュゥゥゥゥ……風が吹き抜けていく）




花形「また一人になってしまった……けどいいもんね！　へんへんっだ！　だったら決ィめた！　こうなったら花形オンステージしちゃうもんね！　だれにも邪じや魔まされないから好き勝手やっちゃうもんね！　最高のステージにしちゃうもんね！　では、始めます。コホン……レディス・アンド・ジェントルメン！　もとい！　ジェントルメン・アンド・ジェントルメン！　イッツ・花形・ショウタイムゥ！　まずは……レッツ・ストリップ！　さあ、このボクのすべてを見てぇぇっ！」

一同「すなっ！」




　　ＳＥ（ドカッ！）




花形「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」






　　ＳＥ（キラッとお空の星になって──）







　あとがき







『セイバーマリオネットＪ』とはいったいどういう物語なのでしょうか？

　第一〇巻という大台に乗った今ですら、そんなことを思います。

　書き出したころにはこうだという一つの思いはありました。もちろん、今でもそれはあります。

　しかし、果たして本当にそれでよいのか。悩なやむことしきりの日々です。

　人の考えというのは実に移うつろいやすい──そんなことを他人ひとごとのように考えます。

『セイバーマリオネットＪ』という作品は、まさにそのことを僕に教えてくれました。

　小お樽たるとセイバーマリオネットたちの成長。それが物語の主題です。しかし、それ以上に裏で作者の成長というものがあります。ま、成長というよりも退たい行こうかもしれませんが。

　ともかく、この現実世界に生きているかぎり、思いは常に変化します。昨日きのうまで真実だと思っていたことが今日には覆くつがえされていたり、まるで信じていなかったことをあるきっかけで妄もう信しん的てきに信じるようになったり。

　ライムたち作中人物は、そんな作者の思いを代だい弁べんしていきます。『セイバーマリオネットＪ』という作品の行き着く先はこの思いに大きく左右されるのです。

　人は強いものなのか弱いものなのか。そんな哲てつ学がく的てきな命題に決着をつけようと書き始めた作品ではありません。けれど、どんな作品であろうと、作品であるかぎり、必ず決着をつけねばなりません。決着をとてもつけられない作品は決着が自分の頭の中でつくまで待つのが僕の流りゆう儀ぎです。

『天空戦記シュラト』という作品があります。現在、第六巻で止まっています。続きを書こうと思って、すでに七年が過ぎました。待っている方には大変申もうし訳わけないのですが、今でもまだ書けません。それは命題に対する決着がつけられないからです。未完であることはあまり良いことではないし、それはある意味、読者を裏切っていると言えます。しかし、自分の思いとは違うことを書くこともまた読者を裏切ることだと思っています。

　どうにもならない矛む盾じゆん。

　結局、物語を作るということは、とてつもなく大変なことだとようやく思うようになりました。

　別に今までいい加か減げんな気持ちでいたわけではありませんが、勢いきおいだけが先行して、そのあたりまで思いを広げられなかったことも事実のように思われます。

　僕たちはエンターテインメントをしています。けれど、だからこそ、自分の思いには誠せい実じつでありたいと願うのです。

　どうもわかりづらい文章になってしまいました。ただ、ここまで読んでいただけた読者のみなさんにははっきりと言っておきます。

『セイバーマリオネットＪ』は完結します。

　はっきりと決着をつけます。

　自分の気持ちに正しよう直じきな決着を。

　そう遠くない未来にその結末を。





一九九八年九月　あかほりさとる






【追伸】この本の出版に協力してくださった皆様、本当にありがとうございました。ことぶき先生、本当にありがとうございます。編集の山田様、いろいろと迷めい惑わくかけて申し訳ありませんでした。




【追伸の追伸】『セイバーマリオネットＪ』のファンの皆様も本当にありがとう。




【追伸の三乗】角川スニーカー文庫で開始した『源平伝ＮＥＯ』もよろしく。『セイバー』に負けず劣おとらず、全力投球だ！




【追伸の四乗】手近で温泉に行ってきます。編集の皆様、探さがさないでください。
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